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12025年に向けた保健・医療・福祉の課題

■わが国では、医療の高度化、保健・衛生・福祉の充実などにより平均寿命が延伸し
た一方で、出生数は減少し、少子高齢化が進展している。団塊の世代が75歳以上
となる2025年には、世界に例のない超高齢多死社会を迎え、その後も高齢化が進
展すると推計されている1）。少子化は、総人口減少とともに生産年齢人口の減少も
引き起こしているため、国の経済や財政などに与える影響が懸念されている2）。ま
た、世帯の家族構成や地域社会の関係も変化し、相互扶助機能が弱くなってきている。

■注視すべきは、第一に、生活習慣病であるがん・心疾患・脳卒中などの慢性疾患や
認知症を抱える高齢者が増加し、医療や介護の需要が増大することである3）。社会
保障給付費の増大は国の財政に深刻な影響を与えており、このままでは保健・医療・
福祉制度の存続そのものが危ぶまれる。増大するニーズに対応する人材確保も重要
な課題となっている。

■第二は、複数の疾病や障がいを抱える患者の健康問題が、長期化するとともに複雑
さを増すことである4）。人々の健康問題には、その発生において生物学的要因のみ
ならず、生活を取り巻く自然環境要因、社会的要因、経済的要因などが影響してい
る5）。例えば、近年、不安定な雇用形態の増加などによる経済格差が健康格差につ
ながっていることが指摘されている6）。乳幼児・児童・高齢者などへの虐待7,8）や
災害被災者の健康問題などは、個人・家族への支援だけでなく、社会としての対応
が求められる課題でもある。

1 保健・医療・福祉のパラダイム・シフトc1 保健・医療・福祉のパラダイム・シフトc

※公益社団法人日本看護協会「2025年に向けた看護の挑戦　看護の将来ビジョン〜いのち・暮らし・尊厳を
まもり支える看護」より抜粋

資料１
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■また、疾病の治癒、障がいの回復を完全には望めず、長年、それらと付き合わざる
を得ない状況の中で、人々の ｢健康｣ についての価値観は変わりつつある。疾病や
障がいがあっても、その人らしい自立した生活を送り、最後まで尊厳を持って人生
を全うすることが重要となる9）。そのため、健康問題の解決にあたっては、個人の

「生活の質」dが重視されることになる。医学に基づく治療に加えて、健康意識・ラ
イフスタイルや生活環境全般における発生要因の構造を見定めた上で、生活を総合
的に支援することが必要となる。

■これからの健康問題は、これまでの「治す医療」や「最低限度の生活を保障する福祉」
だけでは、対応できないことが明らかになってきている。
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2生活を重視する保健・医療・福祉制度への転換

■国は、2025年までに少子超高齢社会に対応した社会保障制度を構築するために、
人々の働き方を含めた改革に着手しており、少子化対策、医療、介護、年金の4分
野の改革も本格化した10）。医療・介護分野においては、高度急性期から在宅医療・
介護までの一連のサービスを切れ目なく提供するために、効率的かつ質の高い医療
提供体制と、地域包括ケアシステムの構築が図られている11）。地域包括ケアシス
テムでは、各地域において、住まい・医療・介護・予防・生活支援が身近な地域で
包括的に確保される体制を目指しており、共助、公助だけでなく、自助、互助eも
重視している。医療は、高度急性期から慢性期までの病床の機能分化 fや在宅医療
を推進し、介護との連携や多職種協働を強化し、「病院完結型」から「地域完結型」
を目指している12）。

■保健・医療・福祉制度は、従来の疾病や傷害の治癒・回復を目的とする ｢医療モデル｣
優先から、生活の質に焦点をあて、疾病や障がいがあっても、地域の住まいgで、
自立してその人らしく暮らすことを支える ｢生活モデル｣ h に大きくシフトしよう
としている13）。

■この流れは、療養の場を ｢医療機関から暮らしの場｣ へ移行しようとするものであ
り、超高齢社会における保健・医療・福祉制度の維持のみならず、どのような健康
状態にあっても自分らしい生活を送りたいと願う人々の価値観にも符合する。

■従って、超高齢社会においては健康寿命 iの延伸が重要であり9）、生活習慣病予防、
重症化予防、介護予防など、予防の重要性が一段と増している。

－ 学生確保（資料） ― 5 ―
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■地域包括ケアシステムの構築は、生活を支援するケアに着目しているため、地域の
ありように影響を受ける。今後は、より生活に密着した施策を実行する地方自治体
が地域の実情に応じて施策を展開する方向が強まる14）。保健・医療・福祉分野に
おいても地方分権化が進むことになる。各地域で施策を策定し、地域包括ケアシス
テムの整備を行う過程においては、根拠となるデータに基づいて計画していくこと
が有効である。民間の保健・医療・福祉機関が多いわが国においては、住民も含め
て関係者間で合意を形成する上で、データに基づいた公正な議論が不可欠となる。

■地域における健康危機管理という観点からは、国際化により流入してくる新興感染
症15）や地球温暖化を背景に流入し始めた感染症16）などに、迅速に対応する必要が
ある。国際的な協力の下、新たな感染症に対する予防・治療体制を整備するととも
に、従来からの感染症予防や公衆衛生の重要性を再認識する必要がある。 

　また、自然災害や大規模事故による災害への対応体制の整備とともに、被災者の生
活を支える視点からの総合的な取り組みが重要である。

■一方で、科学技術は今後も進歩し続け、保健・医療・福祉分野においても医療機器・
介護ロボット・新薬の開発、遺伝子治療・再生医療、ICT化 j、ビッグデータ活用な
どが飛躍的に発展すると考えられている。これらの新たな技術を、医療のみならず、
生活の質を高めるという観点から活用することが必要である。
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資料２

※ 厚生労働省　医療従事者の需給に関する
検討会看護職員需給分科会中間とりまと
め より抜粋－ 学生確保（資料） ― 7 ―



「2040年を見据えた社会保障の将来見通し（議論の素材）」に基づく

マンパワーのシミュレーション

平成30年５月21日

厚生労働省

資料3
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シミュレーションの位置付け

○ 「2040年を見据えた社会保障の将来見通し（議論の素材）」に基づき、今後の様々な議論に資するため、以下の
ケースを仮定した場合の、将来の就業者数のシミュレーションを厚生労働省において行ったもの。

（１）仮に、当該シミュレーションにおける計画ベースに加え、高齢期における医療や介護を必要とする者の割合（受療率
等の医療・介護需要）が低下した場合

（２）仮に、当該シミュレーションにおける計画ベースに加え、労働投入量当たりの生産性の向上が図られ、医療福祉分
野における就業者数全体でも効率化が達成された場合

（１）医療・介護需要の低下について
・ 仮に、高齢者の入院や外来の受療率が2.5歳分程度低下、介護の要介護（支援）認定率が1歳分程度低下した場
合、2040年度の医療福祉分野における就業者数は△81万人程度（就業者数に占める割合△1.4％程度）。

（２）医療・介護等における生産性の向上について
・ 仮に、医療や介護の生産性が5％程度向上するなど、医療福祉分野における就業者数全体でも5％程度の効率化
が達成された場合、医療福祉分野における就業者数は△53万人程度（就業者数に占める割合△0.9％程度）。

シミュレーション結果（ポイント）

2－ 学生確保（資料） ― 9 ―



シミュレーションの手法・前提

○ シミュレーションの方法については、基本的に「2040年を見据えた社会保障の将来見通し（議論の素材）」に準じて
いる。その上で、それぞれのケースにおける前提は以下のとおり。

（１）仮に、計画ベースに加え、高齢期における医療や介護を必要とする者の割合（受療率等の医療・介護需要）が低
下した場合

・ 医療については、平均寿命が2018年から2040年にかけて男性、女性ともに2.2年程度上昇することや、過去10年
程度の年齢階級別受療率の低下傾向等を踏まえて、入院や外来の受療率のカーブが2.5歳分程度高齢にシフトす
る場合を仮定。

・ 介護については、医療ほど顕著ではないものの、2015年度以降年齢階級別にみた認定率の低下がみられるこ
と、また、地域によって介護予防や自立支援で認定率低下の実績がみられること等を踏まえて、65歳以降の各年
齢階級における認定率が1歳分程度高齢にシフトする場合を仮定。

（２）仮に、計画ベースに加え、労働投入量当たりの生産性の向上が図られ、医療福祉分野における就業者数全体で
も効率化が達成された場合

・ 医療分野については、ICT、AI、ロボットの活用で業務代替が可能と考えられるものが5％程度あること（「医師の

勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」結果から抽出）、介護分野については、特別養護老人ホームでは、
平均では入所者２人に対し介護職員等が１人程度の配置となっているが、ICT等の活用により2.7人に対し１人程
度の配置で運営を行っている施設があることなどを踏まえ、医療・介護サービス全体的に5％程度業務の効率化が
図られるものと仮定。

・ 医療・介護分野以外を含む医療福祉分野全体については、医療・介護分野全体と同程度の効率化が図られるも
のと機械的に仮定。

3－ 学生確保（資料） ― 10 ―



（注１） ［ ］内は就業者数全体に対する割合。

（注２） 需要の低下について、高齢期の受療率低下は、入院・外来で2.5歳分程度受療率低下、介護では１歳分程度認定率低下を仮定。

（注３）医療福祉分野における就業者の見通しについては、①医療・介護分野の就業者数については、それぞれの需要の変化に応じて就業者数が変化すると仮定して就業者数を計
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【就業者数全体5,654万人】

医療・介護の需要が低下した場合 ▲８１万人［▲1.4％pt］

生産性が向上した場合 ▲５３万人［▲0.9％pt］

両方の効果を合わせた場合 ▲１３０万人［▲2.3％pt］

シミュレーション結果 （2040年度）

医療福祉分野における就業者数

984
［17.4%］

計画ベース 需要低下
生産性
向上

（万人）

1,012
［17.9%］

需要低下と
生産性向上

935
［16.5%］

医療

介護

1,065
［18.8%］

931
［14.7%］

（参考）
2025年度 計画ベース

その他
の福祉

算。②その他の福祉分野を含めた医療福祉分野全体の就業者数については、医療・介護分野の就業者数の変化率を用いて機械的に計算。③医療福祉分野の短時間雇用者の比率

等の雇用形態別の状況等については、現状のまま推移すると仮定して計算。 4
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シミュレーション結果（医療・介護の患者数・利用者数および就業者数）

2018年度 2025年度 2040年度

患者数・

利用者数
等

（万人）

医
療

入院 132 129 131

外来 783 787 731

介
護

施設 104 117 148

居住系 46 56 70

在宅 353 412 464

就業者数
（万人）

医療福祉分野におけ
る就業者数

823
[12.5%]

906
[14.3%]

984
[17.4%]

医療 309 316 309

介護 334 392 461

（１）需要低下

※ 患者数はある日に医療機関に入院中又は外来受診した患者数。利用者数は、ある月における介護サービスの利用者数であり、総合事業等における利用者数を含まない。
※ 就業者数欄の「医療福祉分野における就業者数」は、医療・介護分に、その他の福祉分野の就業者数等を合わせた推計値。医療分、介護分ともに、直接に医療に従事する

者や介護に従事する者以外に、間接業務に従事する者も含めた数値である。［ ］内は、就業者数全体に対する割合。

2018年度 2025年度 2040年度

就業者数
（万人）

医療福祉分野におけ
る就業者数

823
[12.5%]

920
[14.5%]

1,012
[17.9%]

医療 309 317 312

介護 334 402 479

（２）生産性向上
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【留意事項】

○ 受療率等の需要の低下については、近年、年齢階級別の入院や外来の受療率が低下していること等を踏まえて仮定し
ものであるが、近年の受療率低下は、様々な政策等の取組みを背景としたものと考えられ、今後も追加的な政策等が講じら
れない限り、自然にこの傾向が続くとは限らないことに留意が必要。今後の政策を考える上での議論の素材として、将来さら
に受療率が低下した場合のシミュレーションを行ったもの。

○ 生産性の向上については、近年の技術進歩の速度を考えると、2040年度までにどのような技術が登場するかを確実に

見通すことは容易ではないが、マンパワーの確保という社会保障の給付・サービスを成り立たせるための本質的な問題につ
いての議論の素材とするために、一定の仮定の下でシミュレーションを行ったもの。
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○ 高齢者層における年齢階級別１人当たり受診日数（受療率に対応）の推移をみると、入院、外来とも
にどの年齢層でも低下。

○ 介護については、ここ数年では、年齢階級別要介護（支援）認定率の低下がみられるものの、医療ほ
ど顕著ではない。

（出典）厚生労働省「医療保険に関する基礎資料」、「介護給付費等実態調査」

外来は医科。認定率は、要支援認定者数＋要介護認定者数の人口に対する割合。平均寿命は、平成18年は男性79.00年、女性85.81年、平成22年は男性79.55年、女

性86.30年、平成27年は男性80.75年、女性86.99年。
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4.3
5.9

8.7

13.1

22.3

4.7

6.9

10.1

14.9

25.3

5.2

7.5

11.1

15.8

27.4

0

5

10

15

20

25

30

65-69 70-74 75-79 80-84 85-

（１人当たり受診日数、日）

（年齢階級、歳）

平成22年度

平成27年度

平成18年度

17.2

24.1

29.0

31.8

29.0

19.4

27.6

33.0

34.7

30.8

21.6

30.9

37.0 37.1

33.7

0

5

10

15

20

25

30

35

40

65-69 70-74 75-79 80-84 85-

（１人当たり受診日数、日）

（年齢階級、歳）

平成22年度

平成27年度

平成18年度

高齢者層における年齢階級別１人当たり受診日数等の推移

2.9%
6.3%

13.7%

29.4%

51.2%

73.7%

91.3%

2.9% 6.0%
12.8%

28.1%

50.3%

71.0%

91.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

65-69 70-74 75-79 80-84 85-89 90-94 95-

【介護】

（年齢階級、歳）

平成27年度

平成29年度

（認定率）

2.8歳分

2.9歳分

2.7歳分

3.2歳分

8.5歳分

参考資料

7－ 学生確保（資料） ― 14 ―



都道府県別18歳人口推移推計データ（指数） 資料4

年度 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

全 国 計 105.5 103.3 100.0 102.6 102.8 102.1 100.6 100.4 98.9 97.4 96.3 95.4 94.6 91.3

北 海 道 107.9 103.6 100.0 102.0 100.3 100.0 97.8 97.6 95.5 93.0 92.5 90.0 89.2 84.4

北 海 道 計 107.9 103.6 100.0 102.0 100.3 100.0 97.8 97.6 95.5 93.0 92.5 90.0 89.2 84.4

青 森 県 111.7 106.8 100.0 101.2 98.5 97.2 92.4 93.9 91.5 87.8 87.5 85.7 85.2 83.2

岩 手 県 110.5 105.9 100.0 103.1 100.0 98.8 96.6 95.2 92.7 91.2 90.5 87.3 85.7 82.0

宮 城 県 108.0 103.6 100.0 102.8 103.9 102.4 100.1 99.5 97.0 98.6 96.8 94.2 94.7 89.1

秋 田 県 106.7 105.1 100.0 101.7 98.7 96.4 94.6 90.8 89.5 85.9 83.2 81.4 79.9 75.6

山 形 県 107.6 105.7 100.0 102.3 100.5 98.0 95.2 94.5 92.6 89.5 88.6 85.9 86.0 80.5

福 島 県 108.7 104.4 100.0 99.8 97.8 95.7 92.9 92.4 89.3 86.0 91.9 90.0 88.4 84.2

東 北 計 108.8 105.0 100.0 101.8 100.3 98.5 95.8 95.0 92.6 90.8 91.1 88.7 88.1 83.7

茨 城 県 107.7 105.1 100.0 103.3 102.0 101.0 100.4 97.7 95.3 94.5 91.9 91.3 90.4 86.9

栃 木 県 104.7 101.7 100.0 99.6 100.2 98.0 96.7 94.4 91.5 90.6 88.6 90.0 87.0 84.5

群 馬 県 107.6 103.6 100.0 101.6 100.1 99.8 96.6 94.2 92.3 90.1 88.4 87.8 84.6 82.1

埼 玉 県 103.9 102.2 100.0 102.8 102.9 101.8 101.3 100.4 98.6 98.2 97.9 97.0 96.8 93.1

千 葉 県 104.8 103.9 100.0 103.0 103.2 103.4 101.6 100.6 100.6 98.7 97.5 97.9 97.2 93.3

東 京 都 103.9 102.2 100.0 104.4 106.1 106.5 106.9 107.1 103.0 103.6 104.8 106.6 106.4 103.8

神 奈 川 県 105.0 102.7 100.0 102.8 103.8 102.7 101.4 101.6 101.7 101.4 99.1 99.6 98.5 94.9

関 東 計 104.8 102.8 100.0 103.1 103.7 103.3 102.5 101.8 99.9 99.5 98.7 99.3 98.4 95.2

新 潟 県 107.5 104.4 100.0 102.8 100.5 99.8 97.0 98.4 95.5 93.4 92.5 89.2 88.6 84.1

富 山 県 105.7 103.0 100.0 98.6 96.8 95.4 94.0 89.7 89.0 87.0 86.7 84.9 84.0 81.2

石 川 県 108.5 103.2 100.0 102.5 104.9 101.7 98.7 96.0 99.1 95.3 95.5 92.4 91.6 88.2

福 井 県 102.6 101.4 100.0 101.2 100.9 100.0 97.4 95.6 94.0 91.6 89.0 86.9 87.5 84.4

山 梨 県 106.1 102.7 100.0 99.5 98.0 96.6 93.9 93.4 91.3 88.5 87.0 87.8 87.5 83.3

長 野 県 105.8 102.7 100.0 101.4 100.5 98.5 94.5 94.7 93.7 90.8 89.4 89.3 86.8 83.1

岐 阜 県 106.9 102.5 100.0 101.8 100.1 100.2 96.8 97.5 96.2 93.9 90.9 88.0 87.4 83.9

静 岡 県 105.6 104.1 100.0 102.1 103.3 100.9 99.1 98.7 97.0 94.7 93.2 89.1 89.2 85.0

愛 知 県 104.1 103.4 100.0 103.3 103.9 103.4 102.4 102.4 101.3 99.9 97.7 96.9 96.8 94.2

中 部 計 105.5 103.3 100.0 102.2 102.1 101.0 98.9 98.6 97.4 95.3 93.6 91.7 91.2 87.8

三 重 県 107.1 104.5 100.0 102.7 101.6 100.6 99.2 98.0 97.5 94.2 92.1 89.7 89.6 86.1

滋 賀 県 105.3 103.5 100.0 103.7 103.1 103.8 102.2 102.4 101.6 100.5 99.3 97.7 96.5 92.8

京 都 府 102.4 100.8 100.0 101.4 100.4 99.1 97.3 96.8 93.2 90.5 90.4 89.1 88.8 85.8

大 阪 府 106.4 104.2 100.0 102.2 102.5 101.8 99.9 99.6 98.5 96.9 94.9 94.5 93.9 91.4

兵 庫 県 105.7 104.0 100.0 102.2 102.4 102.5 99.9 100.0 101.1 98.6 96.6 95.8 94.0 92.5

奈 良 県 106.8 102.8 100.0 102.4 102.2 99.0 97.4 96.5 93.2 92.6 90.4 86.4 87.0 83.3

和 歌 山 県 108.9 102.8 100.0 100.5 101.2 100.6 97.2 95.7 96.0 93.5 89.2 90.2 88.0 83.2

近 畿 計 105.9 103.6 100.0 102.2 102.1 101.5 99.4 99.1 98.2 96.2 94.3 93.3 92.5 89.8

鳥 取 県 106.7 102.9 100.0 100.5 100.0 95.3 98.2 94.7 99.8 94.0 96.4 93.0 93.0 89.5

島 根 県 105.8 105.4 100.0 105.7 104.1 101.5 101.4 100.6 101.3 100.1 99.1 97.3 98.7 93.5

岡 山 県 105.5 103.0 100.0 102.4 103.0 100.9 99.3 99.9 97.9 96.6 95.0 94.7 92.4 89.6

広 島 県 105.1 102.4 100.0 102.8 103.5 102.8 102.6 103.1 101.5 99.7 98.0 96.6 94.9 90.8

山 口 県 106.5 104.6 100.0 101.4 102.1 100.4 99.4 100.6 96.7 95.5 94.3 89.8 91.1 85.6

中 国 計 105.7 103.3 100.0 102.5 102.9 101.2 100.7 100.9 99.5 97.7 96.5 94.7 93.7 89.7

徳 島 県 108.8 106.0 100.0 102.9 100.2 100.6 97.8 100.1 98.7 96.1 93.1 93.3 92.8 89.1

香 川 県 105.2 105.4 100.0 100.5 100.6 100.3 98.6 96.9 97.5 95.4 94.6 93.0 89.7 89.2

愛 媛 県 110.0 104.8 100.0 103.6 103.7 101.2 102.0 100.0 100.4 96.5 94.4 91.8 88.8 87.5

高 知 県 105.4 100.7 100.0 102.0 97.1 99.9 93.7 94.3 91.2 91.6 90.2 88.1 88.3 82.6

四 国 計 107.7 104.4 100.0 102.4 101.0 100.6 98.8 98.1 97.6 95.2 93.4 91.7 89.7 87.4

福 岡 県 103.0 102.3 100.0 104.0 106.9 107.0 106.1 107.9 106.6 105.4 105.0 104.1 103.4 100.1

佐 賀 県 104.7 103.5 100.0 103.4 104.2 103.8 101.2 101.8 99.8 96.2 95.5 93.5 93.1 89.7

長 崎 県 105.3 102.7 100.0 101.0 100.3 100.9 97.8 98.7 97.8 95.2 95.8 94.2 91.6 89.5

熊 本 県 104.1 102.9 100.0 102.1 105.3 104.1 103.3 104.4 103.4 101.6 101.3 100.7 99.3 95.1

大 分 県 105.5 102.2 100.0 103.7 103.2 104.3 100.9 102.7 99.8 98.5 97.8 92.9 94.7 90.6

宮 崎 県 104.8 103.6 100.0 102.6 106.9 104.3 104.2 104.6 103.8 100.0 100.4 97.6 94.2 92.7

鹿 児 島 県 104.1 101.7 100.0 102.0 102.3 103.7 102.4 103.0 102.3 100.6 97.8 97.0 95.6 92.2

沖 縄 県 102.0 102.2 100.0 103.5 104.5 106.1 105.2 108.0 106.7 106.3 107.2 104.3 107.4 103.7

九州・沖縄計 103.8 102.5 100.0 103.0 104.8 105.0 103.7 105.1 103.8 102.1 101.7 100.0 99.5 96.2

※ 文部科学省　学校基本調査より算出
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都道府県別18歳人口推移推計データ（実数）

年度 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

全 国 計 1,121,285 1,097,416 1,062,870 1,090,537 1,092,647 1,085,154 1,069,018 1,066,830 1,050,951 1,035,187 1,024,014 1,013,866 1,005,691 970,389

北 海 道 44,276 42,489 41,028 41,855 41,166 41,019 40,126 40,031 39,197 38,165 37,947 36,931 36,589 34,632

北 海 道 計 44,276 42,489 41,028 41,855 41,166 41,019 40,126 40,031 39,197 38,165 37,947 36,931 36,589 34,632

青 森 県 11,250 10,757 10,068 10,193 9,914 9,787 9,304 9,450 9,215 8,840 8,808 8,625 8,576 8,373

岩 手 県 11,138 10,677 10,083 10,393 10,086 9,967 9,742 9,604 9,351 9,193 9,122 8,804 8,637 8,265

宮 城 県 20,765 19,930 19,235 19,765 19,988 19,689 19,256 19,136 18,663 18,970 18,625 18,115 18,218 17,140

秋 田 県 7,909 7,792 7,411 7,540 7,311 7,146 7,012 6,728 6,630 6,368 6,167 6,031 5,923 5,605

山 形 県 9,808 9,630 9,112 9,324 9,159 8,927 8,675 8,611 8,435 8,151 8,069 7,829 7,832 7,334

福 島 県 17,276 16,593 15,900 15,876 15,555 15,222 14,769 14,693 14,205 13,669 14,613 14,309 14,063 13,395

東 北 計 78,146 75,379 71,809 73,091 72,013 70,738 68,758 68,222 66,499 65,191 65,404 63,713 63,249 60,112

茨 城 県 26,976 26,324 25,051 25,866 25,542 25,307 25,154 24,471 23,870 23,663 23,018 22,884 22,646 21,763

栃 木 県 18,223 17,693 17,398 17,320 17,429 17,057 16,824 16,421 15,917 15,758 15,419 15,653 15,140 14,708

群 馬 県 18,521 17,846 17,218 17,501 17,238 17,176 16,638 16,225 15,887 15,512 15,228 15,121 14,560 14,135

埼 玉 県 63,542 62,543 61,183 62,910 62,970 62,268 61,990 61,428 60,306 60,053 59,904 59,360 59,227 56,945

千 葉 県 53,904 53,438 51,411 52,978 53,061 53,171 52,223 51,711 51,735 50,767 50,142 50,349 49,963 47,978

東 京 都 104,018 102,330 100,133 104,524 106,218 106,664 107,029 107,264 103,128 103,741 104,978 106,759 106,536 103,968

神 奈 川 県 77,892 76,186 74,208 76,305 77,058 76,232 75,269 75,365 75,444 75,277 73,562 73,937 73,120 70,437

関 東 計 363,076 356,360 346,602 357,404 359,516 357,875 355,127 352,885 346,287 344,771 342,251 344,063 341,192 329,934

新 潟 県 19,716 19,148 18,343 18,862 18,442 18,314 17,794 18,051 17,511 17,127 16,972 16,364 16,257 15,429

富 山 県 9,552 9,304 9,037 8,910 8,752 8,625 8,496 8,105 8,047 7,859 7,834 7,671 7,595 7,335

石 川 県 10,689 10,165 9,849 10,098 10,328 10,020 9,717 9,456 9,758 9,383 9,405 9,098 9,019 8,690

福 井 県 7,304 7,223 7,122 7,205 7,188 7,122 6,937 6,807 6,694 6,522 6,337 6,190 6,232 6,013

山 梨 県 7,561 7,319 7,128 7,090 6,983 6,884 6,692 6,655 6,508 6,305 6,202 6,261 6,235 5,937

長 野 県 19,630 19,069 18,562 18,830 18,650 18,280 17,538 17,576 17,400 16,848 16,598 16,575 16,106 15,420

岐 阜 県 19,463 18,656 18,201 18,534 18,218 18,243 17,611 17,751 17,518 17,088 16,547 16,009 15,903 15,262

静 岡 県 33,864 33,396 32,080 32,763 33,130 32,360 31,801 31,653 31,105 30,380 29,892 28,595 28,607 27,267

愛 知 県 70,289 69,766 67,495 69,750 70,155 69,797 69,092 69,148 68,375 67,426 65,947 65,429 65,343 63,583

中 部 計 198,068 194,046 187,817 192,042 191,846 189,645 185,678 185,202 182,916 178,938 175,734 172,192 171,297 164,936

三 重 県 16,894 16,491 15,774 16,206 16,026 15,873 15,645 15,453 15,379 14,862 14,531 14,157 14,133 13,578

滋 賀 県 14,028 13,783 13,317 13,815 13,725 13,824 13,616 13,640 13,528 13,389 13,225 13,011 12,856 12,359

京 都 府 22,738 22,376 22,199 22,516 22,277 22,004 21,589 21,484 20,684 20,090 20,059 19,774 19,716 19,039

大 阪 府 77,446 75,864 72,803 74,431 74,633 74,085 72,714 72,545 71,675 70,528 69,056 68,830 68,351 66,573

兵 庫 県 49,960 49,121 47,250 48,307 48,387 48,429 47,219 47,262 47,787 46,602 45,626 45,248 44,435 43,712

奈 良 県 12,847 12,367 12,025 12,311 12,290 11,908 11,713 11,606 11,204 11,138 10,873 10,388 10,465 10,016

和 歌 山 県 8,607 8,128 7,907 7,946 8,001 7,958 7,684 7,567 7,587 7,394 7,054 7,131 6,958 6,582

近 畿 計 202,520 198,130 191,275 195,532 195,339 194,081 190,180 189,557 187,844 184,003 180,424 178,539 176,914 171,859

鳥 取 県 5,261 5,074 4,931 4,958 4,929 4,700 4,843 4,669 4,920 4,637 4,755 4,588 4,586 4,415

島 根 県 6,009 5,986 5,678 5,999 5,913 5,766 5,758 5,714 5,749 5,682 5,629 5,523 5,602 5,310

岡 山 県 17,692 17,273 16,767 17,171 17,267 16,912 16,657 16,743 16,417 16,190 15,923 15,886 15,488 15,024

広 島 県 25,929 25,272 24,673 25,352 25,535 25,367 25,313 25,432 25,032 24,596 24,176 23,836 23,412 22,409

山 口 県 11,930 11,713 11,198 11,358 11,431 11,244 11,127 11,269 10,831 10,698 10,558 10,058 10,204 9,586

中 国 計 66,821 65,318 63,247 64,838 65,075 63,989 63,698 63,827 62,949 61,803 61,041 59,891 59,292 56,744

徳 島 県 6,394 6,228 5,876 6,047 5,887 5,910 5,744 5,880 5,797 5,645 5,472 5,480 5,455 5,236

香 川 県 8,936 8,946 8,491 8,536 8,544 8,517 8,371 8,225 8,276 8,100 8,032 7,897 7,620 7,573

愛 媛 県 12,503 11,908 11,366 11,778 11,791 11,505 11,588 11,366 11,409 10,965 10,728 10,432 10,097 9,945

高 知 県 6,008 5,743 5,701 5,815 5,535 5,697 5,343 5,374 5,202 5,221 5,141 5,020 5,032 4,708

四 国 計 33,841 32,825 31,434 32,176 31,757 31,629 31,046 30,845 30,684 29,931 29,373 28,829 28,204 27,462

福 岡 県 45,564 45,254 44,253 46,018 47,297 47,367 46,960 47,754 47,159 46,659 46,445 46,069 45,764 44,308

佐 賀 県 8,172 8,077 7,802 8,069 8,129 8,098 7,899 7,942 7,788 7,506 7,449 7,293 7,260 7,002

長 崎 県 12,437 12,136 11,814 11,932 11,852 11,925 11,553 11,657 11,555 11,251 11,316 11,128 10,826 10,570

熊 本 県 16,348 16,154 15,706 16,028 16,536 16,354 16,229 16,390 16,245 15,950 15,906 15,812 15,595 14,942

大 分 県 10,178 9,861 9,650 10,008 9,960 10,064 9,740 9,912 9,630 9,501 9,438 8,968 9,138 8,745

宮 崎 県 10,262 10,144 9,794 10,052 10,469 10,217 10,208 10,248 10,171 9,797 9,832 9,556 9,222 9,077

鹿 児 島 県 15,445 15,086 14,831 15,127 15,171 15,377 15,182 15,283 15,165 14,920 14,508 14,389 14,173 13,674

沖 縄 県 16,131 16,157 15,808 16,365 16,521 16,776 16,634 17,075 16,862 16,801 16,946 16,493 16,976 16,392

九 州 ･ 沖 縄 計 134,537 132,869 129,658 133,599 135,935 136,178 134,405 136,261 134,575 132,385 131,840 129,708 128,954 124,710
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学部名称の表記は、集計数３以上の学部とし、集計数２以下は「その他」とした。

系　統　区　分

学　部　名 R4年度 R5年度 増減 R4年度 R5年度 増減 R4年度 R5年度 増減 R4年度 R5年度 増減 R4年度 R5年度 増減

医学 31 31 0 4,125 4,153 28 97,957 102,448 4,491 4,146 4,171 25 100.51 100.43 △ 0.08

歯学 17 17 0 2,015 1,995 △ 20 7,773 7,423 △ 350 1,534 1,566 32 76.13 78.50 2.37

薬学 60 60 0 11,391 11,276 △ 115 76,635 74,627 △ 2,008 10,798 10,674 △ 124 94.79 94.66 △ 0.13

保健系 266 272 6 39,729 40,720 991 184,961 171,927 △ 13,034 39,444 39,414 △ 30 99.28 96.79 △ 2.49

看護学部 107 110 3 9,723 9,978 255 51,399 48,896 △ 2,503 9,894 9,900 6 101.76 99.22 △ 2.54

保健医療学部 34 35 1 6,700 6,954 254 26,850 24,931 △ 1,919 6,623 6,648 25 98.85 95.60 △ 3.25

リハビリテーション学部 16 16 0 1,845 1,885 40 6,811 5,986 △ 825 1,794 1,799 5 97.24 95.44 △ 1.80

医療保健学部 8 8 0 1,820 1,900 80 7,124 6,715 △ 409 1,756 1,709 △ 47 96.48 89.95 △ 6.53

医療技術学部 7 8 1 2,125 2,245 120 12,788 12,641 △ 147 2,196 2,241 45 103.34 99.82 △ 3.52

医療科学部 7 7 0 1,180 1,180 0 5,540 5,162 △ 378 1,147 1,053 △ 94 97.20 89.24 △ 7.96

栄養学部 6 7 1 1,257 1,337 80 5,317 4,233 △ 1,084 1,130 1,258 128 89.90 94.09 4.19

医療学部 5 5 0 470 510 40 901 871 △ 30 437 419 △ 18 92.98 82.16 △ 10.82

保健科学部 4 4 0 910 910 0 3,382 3,023 △ 359 1,016 1,035 19 111.65 113.74 2.09

リハビリテーション学
部（専門職）

4 4 0 510 510 0 602 542 △ 60 448 416 △ 32 87.84 81.57 △ 6.27

看護福祉学部 3 3 0 600 600 0 2,446 2,225 △ 221 563 522 △ 41 93.83 87.00 △ 6.83

医療福祉学部 3 3 0 716 716 0 1,000 950 △ 50 524 450 △ 74 73.18 62.85 △ 10.33

健康医療科学部 3 3 0 550 550 0 3,042 2,901 △ 141 570 558 △ 12 103.64 101.45 △ 2.19

看護栄養学部 3 3 0 455 455 0 1,372 1,380 8 489 481 △ 8 107.47 105.71 △ 1.76

保健看護学部 3 3 0 340 340 0 1,977 1,886 △ 91 368 370 2 108.24 108.82 0.58

ヒューマンケア学部 3 3 0 657 657 0 5,527 4,368 △ 1,159 680 682 2 103.50 103.81 0.31

総合リハビリテーション学部 3 3 0 460 460 0 2,415 2,528 113 469 459 △ 10 101.96 99.78 △ 2.18

その他 47 47 0 9,411 9,533 122 46,468 42,689 △ 3,779 9,340 9,414 74 99.25 98.75 △ 0.50

理・工学系 166 172 6 62,294 60,899 △ 1,395 777,971 745,078 △ 32,893 65,001 62,044 △ 2,957 104.35 101.88 △ 2.47

工学部 51 51 0 21,834 21,069 △ 765 243,538 226,594 △ 16,944 22,887 21,098 △ 1,789 104.82 100.14 △ 4.68

理工学部 29 29 0 17,870 16,890 △ 980 252,100 237,957 △ 14,143 18,621 17,539 △ 1,082 104.20 103.84 △ 0.36

理学部 14 14 0 4,364 4,104 △ 260 48,211 45,574 △ 2,637 4,415 4,120 △ 295 101.17 100.39 △ 0.78

建築学部 11 11 0 2,137 2,137 0 32,233 28,970 △ 3,263 2,389 2,308 △ 81 111.79 108.00 △ 3.79

生命科学部 9 9 0 2,032 2,042 10 25,634 28,171 2,537 2,091 2,134 43 102.90 104.51 1.61

情報科学部 4 4 0 1,100 1,100 0 35,040 34,286 △ 754 1,165 1,231 66 105.91 111.91 6.00

デザイン工学部 4 4 0 1,089 1,089 0 16,431 15,852 △ 579 1,118 1,114 △ 4 102.66 102.30 △ 0.36

情報工学部 3 3 0 735 735 0 14,383 13,216 △ 1,167 795 810 15 108.16 110.20 2.04

工科学部（専門職） 3 3 0 480 480 0 1,109 1,344 235 553 525 △ 28 115.21 109.38 △ 5.83

その他 38 44 6 10,653 11,253 600 109,292 113,114 3,822 10,967 11,165 198 102.95 99.22 △ 3.73

農学系 25 25 0 8,875 8,850 △ 25 79,742 82,069 2,327 9,110 9,144 34 102.65 103.32 0.67

農学部 10 10 0 3,661 3,636 △ 25 46,938 47,034 96 3,727 3,757 30 101.80 103.33 1.53

獣医学部 4 4 0 970 970 0 10,936 12,536 1,600 1,033 1,025 △ 8 106.49 105.67 △ 0.82

その他 11 11 0 4,244 4,244 0 21,868 22,499 631 4,350 4,362 12 102.50 102.78 0.28

人文科学系 250 251 1 68,634 68,526 △ 108 498,558 474,386 △ 24,172 67,898 65,979 △ 1,919 98.93 96.28 △ 2.65

文学部 84 84 0 32,856 32,566 △ 290 270,070 254,016 △ 16,054 33,262 31,600 △ 1,662 101.24 97.03 △ 4.21

人文学部 32 32 0 6,605 6,720 115 37,548 33,371 △ 4,177 6,454 6,415 △ 39 97.71 95.46 △ 2.25

外国語学部 27 27 0 9,588 9,533 △ 55 59,645 57,251 △ 2,394 9,455 9,212 △ 243 98.61 96.63 △ 1.98

心理学部 25 26 1 3,528 3,783 255 28,259 32,716 4,457 3,740 3,942 202 106.01 104.20 △ 1.81

国際文化学部 11 12 1 1,950 2,061 111 11,883 11,590 △ 293 1,720 1,910 190 88.21 92.67 4.46

人間学部 11 11 0 2,260 2,250 △ 10 6,217 5,679 △ 538 1,894 1,884 △ 10 83.81 83.73 △ 0.08

神学部 6 6 0 181 191 10 800 843 43 174 173 △ 1 96.13 90.58 △ 5.55

仏教学部 5 5 0 487 493 6 1,643 1,512 △ 131 458 406 △ 52 94.05 82.35 △ 11.70

人間関係学部 5 5 0 1,045 1,045 0 3,151 2,560 △ 591 1,009 945 △ 64 96.56 90.43 △ 6.13

グローバル・コミュニ
ケーション学部（群）

5 5 0 888 858 △ 30 4,943 4,668 △ 275 758 808 50 85.36 94.17 8.81

文芸学部 3 3 0 1,240 1,240 0 19,655 19,140 △ 515 1,334 1,281 △ 53 107.58 103.31 △ 4.27

その他 36 35 △ 1 8,006 7,786 △ 220 54,744 51,040 △ 3,704 7,640 7,403 △ 237 95.43 95.08 △ 0.35

社会科学系 528 541 13 171,944 174,614 2,670 1,379,714 1,355,137 △ 24,577 176,631 179,337 2,706 102.73 102.70 △ 0.03

経済学部 90 89 △ 1 38,782 38,546 △ 236 342,042 345,052 3,010 40,180 40,624 444 103.60 105.39 1.79

経営学部 88 89 1 27,806 28,334 528 248,941 249,399 458 29,136 30,190 1,054 104.78 106.55 1.77

法学部 79 80 1 30,800 31,087 287 258,672 236,821 △ 21,851 32,380 32,066 △ 314 105.13 103.15 △ 1.98

商学部 29 29 0 14,421 14,421 0 110,369 114,493 4,124 15,122 14,931 △ 191 104.86 103.54 △ 1.32

社会学部 26 27 1 8,564 8,519 △ 45 87,838 83,754 △ 4,084 8,787 8,616 △ 171 102.60 101.14 △ 1.46

社会福祉学部 21 20 △ 1 3,649 3,410 △ 239 9,332 7,234 △ 2,098 3,132 2,737 △ 395 85.83 80.26 △ 5.57

現代社会学部 13 14 1 2,931 3,081 150 19,933 22,979 3,046 2,979 3,107 128 101.64 100.84 △ 0.80

情報学部 10 14 4 2,410 3,285 875 37,270 38,060 790 2,689 3,724 1,035 111.58 113.36 1.78

人間社会学部 13 13 0 3,570 3,474 △ 96 13,227 11,467 △ 1,760 3,251 3,164 △ 87 91.06 91.08 0.02

総合政策学部 12 12 0 2,840 2,840 0 20,157 21,926 1,769 3,048 2,877 △ 171 107.32 101.30 △ 6.02

※次のページに続く

入学定員充足率(％)集計学部数 入学定員(人) 志願者数(人) 入学者数(人)

５．主な学部別の志願者・入学者動向（大学）

25

~日ｎ本私立学校振興・共済事業団 資料５

※日本私立学校振興・共済事業団
　「令和5（2023）年度私立大学・
　短期大学等入学動向」より抜粋
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況 別紙１

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 千葉県 10,566人 52.5%

2 東京都 4,517人 22.4%

3 茨城県 2,168人 10.8%

4 埼玉県 1,974人 9.8%

5 神奈川県 900人 4.5%

全　　体 20,125人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 千葉県 101.09% 98.90% 97.41%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 保健系学部（大学） 99.97% 99.28% 96.79%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等
専門学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率

資料６
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教育系・子ども系学部の志願者数推移

学部数 志願者数 1学部あたり 学部数 志願者数 1学部あたり 学部数 志願者数 1学部あたり 学部数 志願者数 1学部あたり 学部数 志願者数 1学部あたり

47 82,779 1,761 52 89,983 1,730 55 89,917 1,635 56 78,600 1,404 61 78,014 1,279

学部数 志願者数 1学部あたり 学部数 志願者数 1学部あたり 学部数 志願者数 1学部あたり 学部数 志願者数 1学部あたり 学部数 志願者数 1学部あたり

23 9,434 410 23 10,236 445 24 10,798 450 27 8,582 318 26 7,315 281

教育系 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 子ども系 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

志願者数 82779 89983 89917 78600 78014 志願者数 9434 10236 10798 8582 7315

1学部あたり 1761 1730 1635 1404 1279 1学部あたり 410 445 450 318 281

※私学振興事業団　「私立大学・短期大学等入学志願動向」より抽出

※教育系は教育学部・人間教育学部の合計値

※子ども系は子ども（こども）教育学部・子ども学部・人間発達学部・発達教育学部・こども学部の合計値

2021年度 2022年度

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

子ども系

教育系

2018年度 2019年度 2020年度

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

志願者数 82779 89983 89917 78600 78014

1学部あたり 1761 1730 1635 1404 1279
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県内大学志願者数推移（小学校教諭を目指せる学部）

募集定員 志願者 募集定員 志願者 募集定員 志願者

国立 千葉大学 教育学部 405 1,112 405 971 405 972

私立 植草学園大学 発達教育学部 140 129 140 111 140 118

私立 開智国際大学 教育学部 72 未発表 72 未発表 72 未発表

私立 川村学園女子大学 教育学部 120 191 120 113 120 59

私立 敬愛大学 教育学部 72 206 72 176 72 148

私立 秀明大学 学校教師学部 200 749 200 568 200 473

私立 淑徳大学 総合福祉学部 450 1,119 450 971 450 937

私立 聖徳大学 教育学部（昼間主） 490 662 405 565 405 479

私立 聖徳大学 教育学部（夜間主） 10 22 10 9 10 7

私立 順天堂大学 スポーツ健康科学部 600 3,490 600 4,490 600 3,862

私立 千葉経済大学 経済学部 250 617 250 487 250 未発表

千葉県全体 2,809 8,297 2,724 8,461 2,724 7,055

前年比 102.0% 83.4%

※代々木ゼミナール　入試情報より

区分
2021年度 2022年度 2023年度

大学 学部
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県内大学志願者数推移（保育士・幼稚園教諭を目指せる学部）

募集定員 志願者 募集定員 志願者 募集定員 志願者

私立 植草学園大学 発達教育学部 140 129 140 111 140 118

私立 江戸川大学 メディアコミュニケーション学部 240 993 240 847 240 645

私立 川村学園女子大学 教育学部 120 191 120 113 120 59

私立 淑徳大学 総合福祉学部 450 1,119 450 971 450 937

私立 城西国際大学 福祉総合学部 220 366 220 292 220 211

私立 聖徳大学 教育学部（昼間主） 490 662 405 565 405 479

私立 聖徳大学 教育学部（夜間主） 10 22 10 9 10 7

私立 聖徳大学 心理・福祉学部 140 462 140 427 140 345

私立 千葉経済大学 経済学部 250 617 250 487 250 未発表

私立 和洋女子大学 人文学部 240 848 240 863 240 586

私立 和洋女子大学 家政学部 290 756 290 706 290 545

私立 流通経済大学 社会学部 250 859 250 579 250 351

千葉県全体 2,840 7,024 2,755 5,970 2,755 4,283

前年比 85.0% 71.7%

※代々木ゼミナール　入試情報より

2023年度
区分 大学 学部

2021年度 2022年度
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１

大学学部学科等名：植草学園大学　発達教育学部　発達支援教育学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況

H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

40人 40人 40人 40人 40人 40人 
延 べ 人 数 志願者数 63人 62人 36人 38人 31人 46人 

受験者数 63人 62人 36人 38人 31人 46人 
合格者数 60人 51人 31人 38人 31人 42人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 4人 2人 4人 8人 5人 5人 

実 人 数 志願者数 62人 62人 35人 38人 31人 46人 
受験者数 62人 62人 35人 38人 31人 46人 
合格者数 60人 51人 31人 38人 31人 42人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 2人 4人 8人 5人 4人 

56人 49人 27人 30人 26人 38人 
40人 40人 40人 40人 40人 40人 

延 べ 人 数 志願者数 30人 30人 30人 35人 29人 31人 
受験者数 30人 30人 30人 35人 29人 31人 
合格者数 30人 30人 30人 34人 29人 31人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 30人 30人 30人 35人 29人 31人 
受験者数 30人 30人 30人 35人 29人 31人 
合格者数 30人 30人 30人 34人 29人 31人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

30人 30人 30人 34人 29人 31人 
25人 25人 25人 25人 25人 25人 

延 べ 人 数 志願者数 20人 26人 14人 9人 8人 15人 
受験者数 19人 22人 13人 9人 8人 14人 
合格者数 19人 21人 12人 9人 8人 14人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 10人 7人 4人 4人 8人 7人 

実 人 数 志願者数 20人 26人 14人 9人 8人 15人 
受験者数 19人 22人 13人 9人 8人 14人 
合格者数 19人 21人 12人 9人 8人 14人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 10人 7人 4人 4人 8人 7人 

9人 14人 8人 5人 0人 7人 
10人 10人 10人 10人 10人 10人 

延 べ 人 数 志願者数 55人 57人 49人 29人 27人 43人 
受験者数 55人 57人 48人 29人 27人 43人 
合格者数 49人 50人 30人 26人 14人 34人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 24人 23人 20人 15人 7人 18人 

実 人 数 志願者数 55人 57人 49人 29人 27人 43人 
受験者数 55人 57人 48人 29人 27人 43人 
合格者数 49人 50人 30人 26人 14人 34人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 24人 23人 20人 15人 7人 18人 

13人 13人 1人 1人 2人 6人 
25人 25人 25人 25人 25人 25人 

延 べ 人 数 志願者数 25人 20人 18人 14人 23人 20人 
受験者数 25人 19人 18人 14人 23人 20人 
合格者数 25人 19人 18人 14人 23人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 25人 20人 18人 14人 23人 20人 
受験者数 25人 19人 18人 14人 23人 20人 
合格者数 25人 19人 18人 14人 23人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 0人 0人 0人 0人 0人 

24人 19人 18人 14人 23人 20人 
140人 140人 140人 140人 140人 140人 

延 べ 人 数 志願者数 193人 195人 147人 125人 118人 156人 
受験者数 192人 190人 145人 125人 118人 154人 
合格者数 183人 171人 121人 121人 105人 140人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 39人 32人 28人 27人 20人 29人 

実 人 数 志願者数 192人 195人 146人 125人 118人 155人 
受験者数 191人 190人 144人 125人 118人 154人 
合格者数 183人 171人 121人 121人 105人 140人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 35人 32人 28人 27人 20人 28人 

132人 125人 84人 84人 80人 101人 

３．入学定員充足率

H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

140人 140人 140人 140人 140人 140人 

0.94 0.89 0.60 0.60 0.57 0.72

0.72 0.73 0.69 0.69 0.76 0.72

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数

学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数

一
般
選
抜

募集人数

入学者数

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）
共通テスト利用入試人数の志願者数，受験者数，合格者数に，総合型選抜・学校推薦型選抜・附属高等学校特別選抜の合格者で，新入生対象スカラシップ制
度利用のために受験した者を含む。
H31年度：志願者数15，受験者数15，合格者12
R 2 年度：志願者数21，受験者数21，合格者14
R 3 年度：志願者数25，受験者数24，合格者9
R 4 年度：志願者数13，受験者数13，合格者10
R 5 年度：志願者数17，受験者数17，合格者5

その他の特別選抜は附属高等学校特別選抜，社会人特別選抜，帰国生徒特別選抜，外国人留学生特別選抜である。
募集人数は附属高等学校特別選抜20人，社会人・帰国生徒・外国人留学生の特別選抜は若干名の募集で5人と見込み計25名とする。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数

合
計

募集人数

入学者数

資料８
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－２

大学学部学科等名：植草学園大学 保健医療学部 理学療法学科　
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況

H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

8人 8人 
延 べ 人 数 志願者数 29人 29人 

受験者数 29人 29人 
合格者数 19人 19人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 2人 2人 

実 人 数 志願者数 27人 27人 
受験者数 27人 27人 
合格者数 19人 19人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 2人 2人 

17人 17人 
6人 6人 

延 べ 人 数 志願者数 14人 14人 
受験者数 14人 14人 
合格者数 14人 14人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 

実 人 数 志願者数 14人 14人 
受験者数 14人 14人 
合格者数 14人 14人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 

14人 14人 
18人 18人 

延 べ 人 数 志願者数 13人 13人 
受験者数 12人 12人 
合格者数 10人 10人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 5人 5人 

実 人 数 志願者数 13人 13人 
受験者数 12人 12人 
合格者数 10人 10人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 5人 5人 

5人 5人 
7人 7人 

延 べ 人 数 志願者数 27人 27人 
受験者数 27人 27人 
合格者数 15人 15人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 12人 12人 

実 人 数 志願者数 27人 27人 
受験者数 27人 27人 
合格者数 15人 15人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 12人 12人 

3人 3人 
1人 1人 

延 べ 人 数 志願者数 4人 4人 
受験者数 4人 4人 
合格者数 4人 4人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 

実 人 数 志願者数 4人 4人 
受験者数 4人 4人 
合格者数 4人 4人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 

4人 4人 
40人 40人 

延 べ 人 数 志願者数 87人 87人 
受験者数 86人 86人 
合格者数 62人 62人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 19人 19人 

実 人 数 志願者数 85人 85人 
受験者数 84人 84人 
合格者数 62人 62人 
うち追加合格者数 0人 0人 
辞退者数 19人 19人 

43人 43人 

３．入学定員充足率

H31年度入学者 平　　均

40人 40人 

1.08 1.08

0.69 0.69

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数

学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数

一
般
選
抜

募集人数

入学者数

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）
共通テスト利用入試人数の志願者数，受験者数，合格者数に，総合型選抜・学校推薦型選抜・附属高等学校特別選抜の合格者で，新入生対象スカラシッ
プ制度利用のために受験した者を含む。
H31年度：志願者数10，受験者数10，合格者2

その他の特別選抜は附属高等学校特別選抜，社会人特別選抜である。
募集人数は附属高等学校特別選抜，社会人特別選抜ともに若干名の募集のため1人と見込み募集人数合計を入学定員の40名とする。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数

合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－３

大学学部学科等名：植草学園大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況

H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

8人 8人 10人 10人 9人 
延 べ 人 数 志願者数 38人 35人 41人 21人 34人 

受験者数 36人 28人 40人 20人 31人 
合格者数 21人 19人 11人 14人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 6人 1人 3人 3人 

実 人 数 志願者数 36人 32人 32人 20人 30人 
受験者数 34人 25人 31人 19人 27人 
合格者数 21人 17人 11人 14人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 4人 1人 3人 2人 

21人 13人 10人 11人 14人 
6人 6人 13人 13人 10人 

延 べ 人 数 志願者数 22人 22人 23人 26人 23人 
受験者数 22人 22人 23人 26人 23人 
合格者数 21人 22人 18人 24人 21人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 22人 22人 22人 26人 23人 
受験者数 22人 22人 22人 26人 23人 
合格者数 21人 22人 18人 24人 21人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 0人 0人 0人 0人 

20人 22人 18人 24人 21人 
18人 18人 10人 10人 14人 

延 べ 人 数 志願者数 20人 25人 23人 14人 21人 
受験者数 15人 23人 20人 11人 17人 
合格者数 3人 12人 13人 9人 9人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 2人 10人 7人 7人 7人 

実 人 数 志願者数 18人 23人 23人 14人 20人 
受験者数 13人 21人 20人 11人 16人 
合格者数 3人 12人 13人 9人 9人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 2人 10人 7人 7人 7人 

1人 2人 6人 2人 3人 
7人 7人 7人 7人 7人 

延 べ 人 数 志願者数 42人 37人 49人 38人 42人 
受験者数 42人 32人 46人 36人 39人 
合格者数 11人 22人 35人 19人 22人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 8人 14人 21人 13人 14人 

実 人 数 志願者数 42人 37人 49人 38人 42人 
受験者数 42人 32人 46人 36人 39人 
合格者数 11人 22人 35人 19人 22人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 8人 12人 21人 13人 14人 

1人 5人 4人 3人 3人 
1人 1人 0人 0人 1人 

延 べ 人 数 志願者数 4人 1人 6人 0人 3人 
受験者数 3人 1人 6人 0人 3人 
合格者数 3人 1人 6人 0人 3人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 4人 1人 6人 0人 3人 
受験者数 3人 1人 6人 0人 3人 
合格者数 3人 1人 6人 0人 3人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 

3人 1人 6人 0人 3人 
40人 40人 40人 40人 40人 

延 べ 人 数 志願者数 126人 120人 142人 99人 122人 
受験者数 118人 106人 135人 93人 113人 
合格者数 59人 76人 83人 66人 71人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 11人 30人 29人 23人 23人 

実 人 数 志願者数 122人 115人 132人 98人 117人 
受験者数 114人 101人 125人 92人 108人 
合格者数 59人 74人 83人 66人 71人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 11人 26人 29人 23人 22人 

46人 43人 44人 40人 43人 

３．入学定員充足率

H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

40人 40人 40人 40人 40人 

1.15 1.08 1.10 1.00 1.08

0.78 0.57 0.53 0.61 0.62

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数

学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数

一
般
選
抜

募集人数

入学者数

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）
共通テスト利用入試人数の志願者数，受験者数，合格者数に，総合型選抜・学校推薦型選抜・附属高等学校特別選抜の合格者で，新入生対象スカラシップ制
度利用のために受験した者を含む。
R 2 年度：志願者数13，受験者数13，合格者2
R 3 年度：志願者数6，受験者数5，合格者3
R 4 年度：志願者数15，受験者数15，合格者10
R 5 年度：志願者数14，受験者数14，合格者3

その他の特別選抜は附属高等学校特別選抜，社会人特別選抜である。
募集人数は附属高等学校特別選抜，社会人特別選抜ともに若干名の募集のためR2～R3年度は1人，R4～R5年度は0人とし募集人数合計を入学定員の40名とす
る。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数

合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－４

大学学部学科等名：植草学園大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況

H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

8人 8人 10人 10人 9人 
延 べ 人 数 志願者数 13人 25人 19人 13人 18人 

受験者数 13人 22人 18人 12人 16人 
合格者数 8人 17人 10人 7人 11人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 1人 5人 3人 3人 

実 人 数 志願者数 13人 23人 18人 13人 17人 
受験者数 13人 20人 17人 12人 16人 
合格者数 8人 17人 10人 7人 11人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 1人 5人 3人 3人 

7人 16人 5人 4人 8人 
6人 6人 13人 13人 10人 

延 べ 人 数 志願者数 6人 13人 9人 21人 12人 
受験者数 6人 13人 9人 21人 12人 
合格者数 6人 13人 9人 19人 12人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 6人 13人 9人 20人 12人 
受験者数 6人 13人 9人 20人 12人 
合格者数 6人 13人 9人 19人 12人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 

6人 13人 9人 19人 12人 
18人 18人 10人 10人 14人 

延 べ 人 数 志願者数 11人 12人 13人 5人 10人 
受験者数 11人 9人 11人 5人 9人 
合格者数 10人 7人 9人 3人 7人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 7人 6人 5人 1人 5人 

実 人 数 志願者数 10人 12人 13人 5人 10人 
受験者数 10人 9人 11人 5人 9人 
合格者数 10人 7人 9人 3人 7人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 7人 6人 5人 1人 5人 

3人 1人 4人 2人 3人 
7人 7人 7人 7人 7人 

延 べ 人 数 志願者数 38人 26人 18人 18人 25人 
受験者数 38人 23人 13人 15人 22人 
合格者数 33人 19人 7人 4人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 19人 9人 6人 2人 9人 

実 人 数 志願者数 38人 26人 18人 18人 25人 
受験者数 38人 23人 13人 15人 22人 
合格者数 33人 19人 7人 4人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 19人 9人 6人 2人 9人 

8人 2人 0人 0人 3人 
1人 1人 0人 0人 1人 

延 べ 人 数 志願者数 2人 4人 2人 1人 2人 
受験者数 2人 4人 2人 1人 2人 
合格者数 2人 4人 2人 1人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 2人 4人 2人 1人 2人 
受験者数 2人 4人 2人 1人 2人 
合格者数 2人 4人 2人 1人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 

2人 4人 2人 1人 2人 
0人 40人 40人 40人 40人 32人 

延 べ 人 数 志願者数 0人 70人 80人 61人 58人 54人 
受験者数 0人 70人 71人 53人 54人 50人 
合格者数 0人 59人 60人 37人 34人 38人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 27人 16人 16人 6人 13人 

実 人 数 志願者数 0人 69人 78人 60人 57人 53人 
受験者数 0人 69人 69人 52人 53人 49人 
合格者数 0人 59人 60人 37人 34人 38人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 27人 16人 16人 6人 13人 

0人 26人 36人 20人 26人 22人 

３．入学定員充足率

H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

40人 40人 40人 40人 40人 

0.65 0.90 0.50 0.65 0.68

0.44 0.60 0.54 0.76 0.59

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数

学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数

一
般
選
抜

募集人数

入学者数

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）
共通テスト利用入試人数の志願者数，受験者数，合格者数に，総合型選抜・学校推薦型選抜・附属高等学校特別選抜の合格者で，新入生対象スカラシップ制
度利用のために受験した者を含む。
R2年度：志願者数8，受験者数8，合格者6
R3年度：志願者数10，受験者数10，合格者8
R4年度：志願者数3，受験者数3，合格者1
R5年度：志願者数8，受験者数8，合格者2

その他の特別選抜は附属高等学校特別選抜である。
募集人数は附属高等学校特別選抜，社会人特別選抜ともに若干名の募集のためR2～R3年度は1人，R4～R5年度は0人とし募集人数合計を入学定員の40名とす
る。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数

合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 103人 108人

うち受験対象者数(b) 103人 108人

うち受験者数(c) 40人 51人

うち入学者数(d) 31人 35人

（受験率 c/b） 38.8% 47.2%

（入学率 d/b） 30.1% 32.4%

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 49人 69人

うち受験対象者数(b) 49人 69人

うち受験者数(c) 20人 35人

うち入学者数(d) 13人 23人

（受験率 c/b） 40.8% 50.7%

（入学率 d/b） 26.5% 33.3%

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：高校内・会場進路ガイダンス

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 880人 1105人

うち受験対象者数(b) 279人 393人

うち受験者数(c) 53人 81人

うち入学者数(d) 37人 56人

（受験率 c/b） 19.0% 20.6%

（入学率 d/b） 13.3% 14.2%

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 11836人 11351人

うち受験対象者数(b) 5042人 6215人

うち受験者数(c) 295人 234人

うち入学者数(d) 148人 146人

（受験率 c/b） 5.9% 3.8%

（入学率 d/b） 2.9% 2.3%

①取組概要
ホームページまたは進学情報誌等からの資料請求者へ大学案内を送付。
数字は、昨年度の既存学部の資料請求の総数である。
(a)の数字は、昨年度の既存学部の資料請求の総数である。
(b)の数字は、受験対象となる高校3年生等の総数である。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
昨年度の入学者の44％の生徒が資料請求をして入学していたため, 新設看護学部の入
学定員80名の44％, 35名の入学者を対象とすると, 受験者数は他大学の数値を参考に
した実質倍率の2倍で70名となる。受験率については, 令和5年度の6.6％と仮定すると
1859名の受験対象者が必要となり, 参加者総数は3396名が必要となる。

①-2募集を行った学科等名称及び取組の名称：保健医療学部リハビリテーション学科作業療法学専攻　オープンキャンパス等（新規3年生数）

①-1募集を行った学科等名称及び取組の名称：保健医療学部リハビリテーション学科理学療法学専攻　オープンキャンパス等（新規3年生数）

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：大学案内の配布（郵送）

①取組概要
受験希望者を対象としてキャンパスを開放し、本学の特色や養成する職業の紹介、模
擬授業、在学生との懇談、施設案内、個別相談を実施。
R4年度入学者対象：計11回開催
（3/20.4/24.5/29.6/26.7/10.7/22.8/8.8/21.9/25.11/13.11/14）
R5年度入学者対象：計13回開催
（12/18.3/26.5/21.6/12.6/25.7/17.7/30.8/7.8/20.8/26.9/23.11/12.11/13）

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
既存の保健医療学部リハビリテーション学科理学療法学専攻のR5年度の受験率は,
オープンキャンパスや個別相談会等の参加者のうち47.2％であった。
ベンチマークとしている他大学の看護学部について調査をした際, 実質倍率（入学者
数／受験者数）はおよそ2倍のため,　看護学部　定員80名の入学者に対し,　受験者は
160名, オープンキャンパス等への動員は, 昨年度の理学療法学専攻の受験率
（47.2％）を参考にすると340名の動員が必要となる。

①取組概要
受験希望者を対象としてキャンパスを開放し、本学の特色や養成する職業の紹介、模
擬授業、在学生との懇談、施設案内、個別相談を実施。
R4年度入学者対象：計11回開催
（3/20.4/24.5/29.6/26.7/10.7/22.8/8.8/21.9/25.11/13.11/14）
R5年度入学者対象：計13回開催
（12/18.3/26.5/21.6/12.6/25.7/17.7/30.8/7.8/20.8/26.9/23.11/12.11/13）

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
既存の保健医療学部リハビリテーション学科療法学専攻のR5年度の受験率は, オープ
ンキャンパスや個別相談会等の参加者のうち50.7％であった。
ベンチマークとしている他大学の看護学部について調査をした際, 実質倍率（入学者
数／受験者数）はおよそ2倍のため,　看護学部　定員80名の入学者に対し,受験者数は
160名となる。オープンキャンパス等への動員は, 昨年度の作業療法学専攻の受験率
（50.7％）を参考にすると、理学療法学専攻より受験率が約3.5％高かったことで、定
員確保に向けた看護学部のオープンキャンパス参加者数が、24名減の316名となった。

①取組概要
高校内・会場の進路ガイダンスにおいて、大学別説明、模擬授業、個別相談等を実
施。
R4年度入学者対象：R3年度の参加者数
R5年度入学者対象：R4年度の参加者数
※オープンキャンパス等参加者と重複有
参加した高校生は、既に本学のオープンキャンパスも経験しながら、高校内ガイダン
ス・会場ガイダンスに足を運ぶ高校生が多いからである。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
昨年度の入学者の44％の生徒が資料請求をしていたため, 入学定員の56％が高校内・
会場進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽをきっかけとした入学者と仮定をする。80名定員の56％, 45名の入学
者を対象とすると, 受験者数は他大学の数値を参考にした実質倍率の2倍で90名とな
る。受験率については令和5年度の20.6％と仮定すると437名の受験対象者が必要とな
り, 総参加者数は, 1,300人の動員が必要となる。
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R3 R4 R5 R3 R4 R5 R3 R4 R5 R3 R4 R5 R3 R4 R5

志願者数(a) 426 301 364 458 302 279 421 488 570 276 380 349 227 247 246

受験者数 395 279 339 435 291 267 406 463 550 259 371 341 204 216 233

合格者数 142 162 172 153 172 178 221 288 274 249 304 272 163 173 174

入学者数(b) 105 109 106 104 111 111 85 128 144 91 103 118 74 92 74

定員充足率 1.1 1.1 1.1 1.0 1.1 1.1 0.6 0.9 1.1 0.9 1.0 1.2 0.9 1.2 0.9

実質倍率

(a)/(b)
4.1 2.8 3.4 4.4 2.7 2.5 5.0 3.8 4.0 3.0 3.7 3.0 3.1 2.7 3.3

■ 看護学部競合校 3年間 志願者・入学者推移

資料13

※（　　）内は入学定員

　実質倍率（志願者数÷入学者数）が３倍前後の数値を確認したため、本学が80名の定員を確

保するためには、少なくとも240名（定員の3倍）の志願者を見込む必要がある。

淑徳大学

（100名）

城西国際大学

（100名）

帝京平成大

（135名）

聖徳大学

（80名）

和洋女子大学

（100名）
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資料15
看護競合大学令和6年度入試日程
大学名 試験日 合否発表日 入学手続期間

9月 専願 9月23日(土)
1次発表9月29日(金)
2次発表11月1日(水)

11月 2日(木)～11月16日(木)

10月 専願 10月22日(日) 11月1日(水) 11月 2日(木)～11月16日(木)

12月 専願 12月10日(日) 12月20日(水)
2023年12月21日(木)～2024年 1月12日
(金)

3月 専願 3月12日(火) 3月18日(月) 3月19日(火)～3月25日(月)

学校推薦型
選抜

11月公募 専願 11月18日(土) 12月1日(金) 12月 2日(土)〜12月18日(月)

A 併願
2月1日(木)
2月2日(金)

2月14日(水) 2月15日(木)〜 2月21日(水)

B 併願 2月21日(水) 2月29日(木) 3月 1日(金)〜 3月11日(月)

C 併願 3月12日(火) 3月18日(月) 3月19日(火)〜 3月25日(月)

1期 併願 2月14日(水) 2月15日(木)〜 2月21日(水)

2期 併願 2月29日(木) 3月 1日(金)〜 3月11日(月)

3期 併願 3月18日(月) 3月19日(火)〜 3月25日(月)

社会人選抜 12月 専願 12月10日(日) 12月20日(水)
2023年12月21日(木)〜2024年1月12日
(金)

帰国生徒選
抜

12月 専願 12月10日(日) 12月20日(水)
2023年12月21日(木)〜2024年1月12日
(金)

外国人留学
生選抜

10月 併願 10月22日(日) 11月1日(水) 11月 2日(木)〜12月 7日(木)

A 専願 9月22日(金)
内定通知9月22日(金)
11月1日(水)

～11月8日(水)

B 専願 10月14日(土)
内定通知10月20日(金)
11月1日(水)

～11月8日(水)

指定校制 専願 11月12日(日) 12月1日(金) ～12月11日(月)

公募制 専願 11月12日(日) 12月1日(金) ～12月11日(月)

A 併願
1月20日(土)
1月21日(日)

1月27日(土)
一括納入時：～2月13日(火)
二段階納入時一段階目：～2月13日(火)
二段階目：～2月19日(月)

B 併願 2月19日(月) 2月23日(金) ～3月8日(金)

C 併願 3月11日(月) 3月15日(金) ～3月21日(木)

A 併願
個別学力検査なし
2月5日(月)面接実施

2月13日(火)
一括納入時：～2月20日(火)
二段階納入時一段階目：～2月20日(火)
二段階目：～2月26日(月)

B 併願
個別学力検査なし
2月19日(月)面接実施

2月23日(金) ～3月8日(金)

C 併願
個別学力検査なし
3月11日(月)面接実施

3月15日(金) ～3月21日(木)

A・B日程 併願
10月9日(月)
10月10日(火)

11月 1 日(水) ～11月 8 日(水)

B日程 併願
10月21日(土)
10月22日(日)

11月 1 日(水) ～11月 8 日(水)

併願
12月17日(日)
12月18日(月)

12月21日(木) ～12月28日(木)

公募制 併願 11月18日(土) 12月 1 日(金) ～12月 8 日(金)

Ⅰ期 併願
1 月23日(火)
1 月24日(水)
1 月25日(木)

2月1 日(木) ～2月8 日(木)

Ⅱ期 併願
2 月17日(土)
2 月18日(日)

2 月21日(水) ～2 月28日(水)

Ⅲ期 併願
3 月 6 日(水)
3 月 7 日(木)

3月9 日(土) ～3 月16日(土)

第1期 併願 9月16日(土)
※1次発表 10月2日(月)
正式発表 11月1日(水)

～11月9日(木)

第2期 併願 10月21日(土) 11月1日(水) ～11月9日(木)

第4期 併願 1月31日(水) 2月9日(金) ～2月21日(水)

第5期 併願 3月8日(金) 3月15日(金) ～3月21日(木)

公募制推薦(第1期) 併願 11月19日(日 12月1日(金) ～12月8日(金)

Ａ日程 併願 2月1日(木) 2月9日(金) ～2月21日(水)

Ｂ日程 併願 2月2日(金) 2月9日(金) ～2月21日(水)

第1期 併願 2月14日(水) ～2月21日(水)

第2期 併願 3月1日(金) ～3月12日(火)

入試区分

総合型選抜

一般選抜

大学入学共
通テスト

利用選抜
個別学力検査なし

淑
徳
大
学

看
護
栄
養
学
部

聖
徳
大
学

看
護
学
部

総合型選抜
Ⅰ期

帝
京
平
成
大
学

健
康
医
療
ス
ポ
ー

ツ
学
部

看
護
学
科

一般選抜
(高得点2科

目選抜)

一般選抜
(大学入学共通

テスト利用)

学校
推薦型選抜

個別学力検査なし

総合型選抜Ⅱ期

学校推薦型
選抜

一般選抜

総合型選抜

学校推薦型
選抜

一般選抜

大学入学共
通テスト

利用選抜

城
西
国
際
大
学

看
護
学
部

総合型選抜
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看護競合大学令和6年度入試日程
大学名 試験日 合否発表日 入学手続期間入試区分

Ⅰ期 専願 10月22日(日) 11月1日(水) ～11月16日(木)

Ⅱ期 専願 12月10日(日) 12月14日(木) ～12月20日(水)

Ⅲ期 専願 3月15日(金) 3月18日(月) ～3月25日(月)

Ⅰ期 専願 10月22日(日) 11月1日(水) ～11月16日(木)

Ⅱ期 専願 12月10日(日) 12月14日(木) ～12月20日(水)

指定校推薦 専願 11月12日(日) 12月1日(金) ～12月20日(水)

公募推薦 専願 11月12日(日) 12月1日(金) ～12月20日(水)

A日程 併願 1月24日(水) 1月31日(水)
【 一 括 】～2024年2月15日(木)
【二段階】1次～2024年2月15日(木)、2次
～2024年2月27日(火)

B日程 併願 2月7日(水) 2月13日(火)
【 一 括 】～2024年2月21日(水)
【二段階】1次～2024年2月21日(水)、2次
～2024年3月6日(水)

C日程 併願 2月20日(火) 2月27日(火)
【 一 括 】～2024年3月6日(水)
【二段階】1次～2024年3月6日(水)、2次
～2024年3月14日(木)

Ⅰ期 併願 2月14日(水)
【 一 括 】～2024年2月21日(水)
【二段階】1次～2024年2月21日(水)、2次
～2024年2月28日(水)

Ⅱ期 併願 3月4日(月) ～2024年3月11日(月)【一括手続きのみ】

1期 専願 9月29日(日) 11月1日(金) 11月1日(金)～11月11日(月)

2期 専願 10月10日(木) 11月1日(金) 11月1日(金)～11月11日(月)

指定校制(11月) 専願 11月12日(火) 12月2日(月) 12月2日(月)～12月11日(水)

公募制 専願 11月12日(火) 12月2日(月) 12月2日(月)～12月11日(水)

指定校制(12月) 専願 12月14日(土) 12月18日(水) 12月18日(水)～12月27日(金)

A日程 併願 2月1日(土) 2月5日(水) 2月5日(水)～2月14日(金)

B日程 併願 3月1日(土) 3月5日(水) 3月5日(水)～3月14日(金)

A日程 併願 2月7日(金) 2月7日(金)～2月19日(水)

B日程 併願 3月3日(月) 3月3日(月)～3月11日(火)

A日程 併願 11月12日(火) 11月20日(水) 11月20日(水)～11月29日(金)

B日程 併願 2月1日(土) 2月5日(水) 2月5日(水)～2月14日(金)

併願 2月1日(土) 2月5日(水) 2月5日(水)～2月14日(金)

併願 2月1日(土) 2月5日(水) 2月5日(水)～2月14日(金)

植
草
学
園
大
学

看
護
学
部

(

令
和
7
年
度

)

一般選抜

大学入学
共通テスト
利用選抜

個別学力検査なし

総合型選抜

学校推薦型
選抜

社会人
特別選抜

総合型選抜
卒業生推薦型

学校推薦型
選抜

一般選抜

帰国生徒特別選抜

外国人留学生特別選抜

大学入学共通
テスト

利用選抜
個別学力検査なし

和
洋
女
子
大
学

看
護
学
部

総合型選抜

※ 各大学ホームページより抜粋
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植草学園大学 看護学部 看護学科（仮称） 

設置構想についての高校生アンケート調査 

【学生確保の見通し調査】 

報告書 

令和５年 12月 22日 

株式会社高等教育総合研究所 
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１．調査の概要 
 

調査目的 

本調査は、植草学園大学が 2025（令和 7）年 4月に設置構想中の「看護

学部 看護学科（仮称）」（以下、当該学部と記す）における学生確保

の見通しを第三者機関によりアンケート調査を用いて計ることを目的と

する。 

調査対象 

当該学部の学生確保の基盤となる千葉県を中心に通学利便性により周辺

他県地域を含め、大学進学実績等も考慮して抽出した高等学校の計 408

件を対象とし、令和 7年度の大学入試を受験する可能性が最も高い、令

和 5年度の高校 2年生を調査対象とした。 
 

調査内容 

⚫ 問 1～2：回答者の基本情報（居住地、性別） 

⚫ 問 3：卒業後の進路 

⚫ 問 4：設置者の希望 

⚫ 問 5：興味のある学問分野 

⚫ 問 6：当該学部の特色に対する興味・関心 

⚫ 問 7：当該学部への受験意欲 

⚫ 問 8：当該学部への入学意欲 

⚫ 問 9：当該学部を受験しない理由 

以上、全 9問で主に選択肢式 

調査時期 2023（令和 5）年 6月～12月 

調査方法 

調査対象とした高等学校の進路担当者宛に、アンケート実施の可否を

確認し、実施可能との回答のあった高等学校に依頼状、概要説明プリ

ント、アンケート調査用紙、返送用封筒を送付した。ご協力いただけ

る場合は、アンケート調査用紙または WEBフォームにより回答を得

た。 
 

回収件数 
有効回答数 15,845人（紙：13,018人、WEB：2,827人） 

（高等学校：108件（紙：77件、WEB：31件） 
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２．集計結果 
※「構成比(％)」はいずれも、少数点第二位を四捨五入。 

 

問 1 あなたのお住まいの都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 

千葉県 13,173 83.1% 石川県 1 0.0% 岡山県 0 0.0% 

北海道 10 0.1% 福井県 1 0.0% 広島県 0 0.0% 

青森県 2 0.0% 山梨県 2 0.0% 山口県 0 0.0% 

岩手県 2 0.0% 長野県 10 0.1% 徳島県 0 0.0% 

宮城県 3 0.0% 岐阜県 11 0.1% 香川県 1 0.0% 

秋田県 51 0.3% 静岡県 2 0.0% 愛媛県 0 0.0% 

山形県 38 0.2% 愛知県 0 0.0% 高知県 0 0.0% 

福島県 2 0.0% 三重県 1 0.0% 福岡県 0 0.0% 

茨城県 651 4.1% 滋賀県 0 0.0% 佐賀県 3 0.0% 

栃木県 196 1.2% 京都府 1 0.0% 長崎県 0 0.0% 

群馬県 368 2.3% 大阪府 5 0.0% 熊本県 1 0.0% 

埼玉県 450 2.8% 兵庫県 1 0.0% 大分県 0 0.0% 

東京都 591 3.7% 奈良県 0 0.0% 宮崎県 0 0.0% 

神奈川県 24 0.2% 和歌山県 1 0.0% 鹿児島県 0 0.0% 

新潟県 85 0.5% 鳥取県 3 0.0% 沖縄県 4 0.0% 

富山県 2 0.0% 島根県 0 0.0% 無回答 149 0.9% 

合計 15,845 

 
100.0% 

 

 

問 2 あなたの性別を教えてください。（あてはまるもの１つにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 男性 6,833 43.1% 

2 女性 8,461 53.4% 

3 回答しない 432 2.7% 

 無回答 119 0.8% 

合計 15,845 100.0% 
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問 3 卒業後の進路をどのように考えていますか。（あてはまるものすべてにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 大学 10,732 67.7% 

2 短期大学 889 5.6% 

3 専門職大学 737 4.7% 

4 専門職短期大学 193 1.2% 

5 専門学校 4,123 26.0% 

6 就職 2,010 12.7% 

7 その他 323 2.0% 

※問 3 は複数回答項目のため、回答数は延べ。各構成比＝回答数÷15,845 人 

 

 

問 4 卒業後の進路をどのように考えていますか。（あてはまるものすべてにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 国立 3,450 21.8% 

2 公立 4,313 27.2% 

3 私立 9,268 58.5% 

※問 4 は複数回答項目のため、回答数は延べ。各構成比＝回答数÷15,845 人 
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問 5 学びたいと考えている興味のある学問分野を次の中から選択してください。（あて

はまるものすべてにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 

看護学 2,400 15.1% 林産学 43 0.3% 

医学 759 4.8% 獣医学畜産学 290 1.8% 

歯学 328 2.1% 水産学 151 1.0% 

薬学 687 4.3% 農学その他 108 0.7% 

保健その他 969 6.1% 商船学 464 2.9% 

文学 1,698 10.7% 家政学 819 5.2% 

史学 611 3.9% 食物学 668 4.2% 

哲学 581 3.7% 被服学 267 1.7% 

人文科学その他 404 2.5% 住居学 75 0.5% 

法学・政治学 1,926 12.2% 児童学 337 2.1% 

商学・経済学 2,221 14.0% 家政その他 116 0.7% 

社会学 919 5.8% 教育学 1,614 10.2% 

社会科学その他 285 1.8% 小学校課程 387 2.4% 

数学 1,177 7.4% 中学校課程 626 4.0% 

物理学 457 2.9% 高等学校課程 515 3.3% 

化学 1,190 7.5% 特別教科課程 70 0.4% 

生物 819 5.2% 盲学校課程 37 0.2% 

地学 228 1.4% 聾学校課程 29 0.2% 

理学その他 289 1.8% 中等教育学校課程 64 0.4% 

機械工学 919 5.8% 養護学校課程 136 0.9% 

電気通信工学 701 4.4% 幼稚園課程 705 4.4% 

土木建築工学 463 2.9% 体育学 633 4.0% 

応用化学 172 1.1% 障害児教育課程 129 0.8% 

応用理学 118 0.7% 特別支援教育課程 109 0.7% 

原子力工学 104 0.7% 教育その他 127 0.8% 

鉱山学 43 0.3% 美術 1,081 6.8% 

金属工学 80 0.5% デザイン 1,173 7.4% 

繊維工学 29 0.2% 音楽 851 5.4% 

船舶工学 56 0.4% 芸術その他 480 3.0% 

航空工学 158 1.0% 教養学 170 1.1% 

経営工学 214 1.4% 総合科学 112 0.7% 

工芸学 109 0.7% 教養課程（文科） 82 0.5% 

工学その他 258 1.6% 教養課程（理科） 55 0.3% 

農学 701 4.4% 教養課程（その他） 27 0.2% 

農芸化学 113 0.7% 人文・社会科学 276 1.7% 

農業工学 62 0.4% 国際学 943 6.0% 

農業経済学 72 0.5% 人間科学 441 2.8% 

林学 46 0.3% その他 1,364 8.6% 

※問 5 は複数回答項目のため、回答数は延べ。各構成比＝回答数÷15,845 人 
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問 6 
植草学園大学看護学部看護学科（仮称）には以下の特色があります。あなたが興

味・関心を持った内容を選んでください。（あてはまるものすべてにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 地域とのつながりを大切にした教育 4,549 28.7% 

2 
千葉県の国立病院の中心である国立病院機構千葉医療センターとの包

括連携協定による看護職の育成 
3,956 25.0% 

3 
教育・保育・リハビリテーションを専攻する他学部生と共に幅広い教

養を学ぶ、「共通科目」 
4,214 26.6% 

4 医療機関をはじめとした福祉や行政など多様な分野での活躍 3,633 22.9% 

※問 6 は複数回答項目のため、回答数は延べ。各構成比＝回答数÷15,845 人 

 

 

問 7 
植草学園大学看護学部看護学科（仮称）が開設された場合、受験を希望しますか。

（あてはまるもの１つにマーク）※本学実施予定の全入試方式を対象とします。 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 第一志望として受験する 313 2.0% 

2 第二志望として受験する 323 2.0% 

3 第三志望以降として受験する 837 5.3% 

4 受験しない 12,597 79.5% 

 無回答 1,775 11.2% 

合計 15,845 100.0% 

 

 

問 8 は、問 7 で「1．第一志望として受験する」、「2．第二志望として受験する」、「3．第

三志望以降として受験する」と回答した 1,473 人が対象である。 

 

問 8 
植草学園大学看護学部看護学科（仮称）を受験して合格した場合、入学を希望しま

すか。（あてはまるもの１つにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 入学する 349 23.7% 

2 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する 942 64.0% 

3 入学しない 166 11.3% 

 無回答 16 1.1% 

合計 1,473 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

－ 学生確保（資料） ― 55 ―



問 9 は、問 7 で「4．受験しない」と回答した 12,597 人が対象である。 

 

問 9 
あなたが植草学園大学看護学部看護学科（仮称）を受験しないと回答された理由を

お答えください。（あてはまるものすべてにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 興味・関心のある分野ではないから 9,854 78.2% 

2 興味・関心のある分野だが、他大学への進学を希望しているから 1,216 9.7% 

3 興味・関心のある分野だが、さらに詳細を知った上で検討したいから 671 5.3% 

4 通学が不便そうだから 644 5.1% 

5 学費が高いから 729 5.8% 

6 その他 573 4.5% 

※問 9 は複数回答項目のため、回答数は延べ。各構成比＝回答数÷12,597 人 
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女性 8,461人（53.4%）

男性 6,833人（43.1%）

回答しない 432人（2.7%）

無回答 119人（0.8%）

３．集計結果のポイント 
※「構成比(％)」はいずれも、少数点第二位を四捨五入。 

 

● 本学が所在する千葉県を居住地とする回答が 8割を超える結果となった。 

  

植草学園大学が 2025（令和 7）年 4月に設置構想中の「看護学部 看護学科（仮称）」に

ついての「学生確保の見通し調査」において、有効回答 15,845人の集計を行った。 

回答者の主な居住地の内訳は、回答の多い順に、「千葉県」が 13,173人（83.1%）、「茨城

県」が 651人（4.1%）、「東京都」が 591人（3.7%）、「埼玉県」が 450人（2.8%）、「群馬県」

が 368人（2.3%）、「栃木県」が 196人（1.2%）、「新潟県」が 85人（0.5%）、「秋田県」が 51

人（0.3%）、「山形県」が 38 人（0.2%）、「神奈川県」が 24 人（0.2%）、「岐阜県」が 11 人

（0.1%）、「北海道」「長野県」が 10人（0.1%）であった。 

また、回答者の性別については、「女性」が 8,461人（53.4%）、「男性」が 6,833人（43.1%）、

「回答しない」が 432人（2.7%）であった。 

 

【表】回答者の居住地について＜問 1 の結果より＞ 

選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 

千葉県 13,173 83.1% 鳥取県 3 0.0% 愛知県 0 0.0% 

茨城県 651 4.1% 佐賀県 3 0.0% 滋賀県 0 0.0% 

東京都 591 3.7% 青森県 2 0.0% 奈良県 0 0.0% 

群馬県 450 2.8% 岩手県 2 0.0% 島根県 0 0.0% 

埼玉県 368 2.3% 福島県 2 0.0% 岡山県 0 0.0% 

栃木県 196 1.2% 富山県 2 0.0% 広島県 0 0.0% 

新潟県 85 0.5% 山梨県 2 0.0% 山口県 0 0.0% 

秋田県 51 0.3% 静岡県 2 0.0% 徳島県 0 0.0% 

山形県 38 0.2% 石川県 1 0.0% 愛媛県 0 0.0% 

神奈川県 24 0.2% 福井県 1 0.0% 高知県 0 0.0% 

岐阜県 11 0.1% 三重県 1 0.0% 福岡県 0 0.0% 

北海道 10 0.1% 京都府 1 0.0% 長崎県 0 0.0% 

長野県 10 0.1% 兵庫県 1 0.0% 大分県 0 0.0% 

大阪府 5 0.0% 和歌山県 1 0.0% 宮崎県 0 0.0% 

沖縄県 4 0.0% 香川県 1 0.0% 鹿児島県 0 0.0% 

宮城県 3 0.0% 熊本県 1 0.0% 無回答 149 0.9% 

合計 15,845 100.0% 

 

【グラフ】回答者の性別について＜問 2 の結果より＞ 

 

－ 学生確保（資料） ― 57 ―



大学 10,732人（67.7%）

専門学校 4,123人（26.0%）

就職 2,010人（12.7%）

短期大学 889人（5.6%）

専門職大学 737人（4.7%）

専門職短期大学 193人（1.2%）

その他 323人（2.0%）

私立 9,268人（58.5%）

公立 4,313人（27.2%）

国立 3,450人（21.8%）

● 大学への進学が 10,732 人で約 7割、私立の希望が 9,268 人で約 6割、当該学部の 

「看護学」を興味のある学問分野とした者は 2,400 人で全体の 15.1％であった。 

  

卒業後の進路についての質問では、「大学」が 10,732 人（67.7%）、「専門学校」が 4,123

人（26.0%）、「就職」が 2,010人（12.7%）、「短期大学」が 889人（5.6%）、「専門職大学」が

737人（4.7%）、「専門職短期大学」が 193人（1.2%）、「その他」が 323人（2.0%）であった。

また、志望する大学などの設置者の希望については、「私立」が 9,268人（58.5%）、「公立」

が 4,313人（27.2%）、「国立」が 3,450人（21.8%）であった。 

興味のある学問分野については、当該学部の「看護学」を希望する者は 2,400人で全体の

15.1%であった。 

 

【グラフ】卒業後の進路について＜問 3 の結果より＞ 

 

 

【グラフ】設置者の希望について＜問 4 の結果より＞ 
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【表】興味のある学問分野＜問 5 の結果より＞ 

選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 

看護学 2,400 15.1% 社会科学その他 285 1.8% 

商学・経済学 2,221 14.0% 人文・社会科学 276 1.7% 

法学・政治学 1,926 12.2% 被服学 267 1.7% 

文学 1,698 10.7% 工学その他 258 1.6% 

教育学 1,614 10.2% 地学 228 1.4% 

化学 1,190 7.5% 経営工学 214 1.4% 

数学 1,177 7.4% 応用化学 172 1.1% 

デザイン 1,173 7.4% 教養学 170 1.1% 

美術 1,081 6.8% 航空工学 158 1.0% 

保健その他 969 6.1% 水産学 151 1.0% 

国際学 943 6.0% 養護学校課程 136 0.9% 

社会学 919 5.8% 障害児教育課程 129 0.8% 

機械工学 919 5.8% 教育その他 127 0.8% 

音楽 851 5.4% 応用理学 118 0.7% 

生物 819 5.2% 家政その他 116 0.7% 

家政学 819 5.2% 農芸化学 113 0.7% 

医学 759 4.8% 総合科学 112 0.7% 

幼稚園課程 705 4.4% 工芸学 109 0.7% 

電気通信工学 701 4.4% 特別支援教育課程 109 0.7% 

農学 701 4.4% 農学その他 108 0.7% 

薬学 687 4.3% 原子力工学 104 0.7% 

食物学 668 4.2% 教養課程（文科） 82 0.5% 

体育学 633 4.0% 金属工学 80 0.5% 

中学校課程 626 4.0% 住居学 75 0.5% 

史学 611 3.9% 農業経済学 72 0.5% 

哲学 581 3.7% 特別教科課程 70 0.4% 

高等学校課程 515 3.3% 中等教育学校課程 64 0.4% 

芸術その他 480 3.0% 農業工学 62 0.4% 

商船学 464 2.9% 船舶工学 56 0.4% 

土木建築工学 463 2.9% 教養課程（理科） 55 0.3% 

物理学 457 2.9% 林学 46 0.3% 

人間科学 441 2.8% 鉱山学 43 0.3% 

人文科学その他 404 2.5% 林産学 43 0.3% 

小学校課程 387 2.4% 盲学校課程 37 0.2% 

児童学 337 2.1% 繊維工学 29 0.2% 

歯学 328 2.1% 聾学校課程 29 0.2% 

獣医学畜産学 290 1.8% 教養課程（その他） 27 0.2% 

理学その他 289 1.8% その他 1,364 8.6% 
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● ４つの特色それぞれに魅力を感じるという回答結果であった。 

  

当該学部の特色に対する興味・関心については、「地域とのつながりを大切にした教育」

が 4,549人（28.7%）、「教育・保育・リハビリテーションを専攻する他学部生と共に幅広い

教養を学ぶ、「共通科目」」が 4,214人（26.6%）、「千葉県の国立病院の中心である国立病院

機構千葉医療センターとの包括連携協定による看護職の育成」が 3,956人（25.0%）、「医療

機関をはじめとした福祉や行政など多様な分野での活躍」が 3,633 人（22.9%）であった。 

 

【グラフ】当該学部の特色に対する興味・関心＜問 6 の結果より＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,633人（22.9%）

3,956人（25.0%）

4,214人（26.6%）

4,549人（28.7%）

医療機関をはじめとした福祉や行政など

多様な分野での活躍

千葉県の国立病院の中心である国立病院

機構千葉医療センターとの包括連携協定

による看護職の育成

教育・保育・リハビリテーションを専攻

する他学部生と共に幅広い教養を学ぶ、

「共通科目」

地域とのつながりを大切にした教育
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第一志望として受験する 313人（2.0%）
第二志望として受験する 323人（2.0%）

第三志望以降として受験する

837人（5.3%）

受験しない

12,597人（79.5%）

無回答 1,775人（11.2%）

入学する 349人（23.7%）

志望順位が上位の他の志望校

が不合格の場合に入学する

942人（64.0%）

入学しない 166人（11.3%）

無回答 16人（1.1%）

● 受験意欲 1,473 人、入学意欲 1,291 人と多くの者が本学部への進学意欲を示した。 

  

 当該学部への受験意欲についての質問では、「第一志望として受験する」と 313人（2.0%）、

「第二志望として受験する」と 323 人（2.0%）、「第三志望以降として受験する」と 837 人

（5.3%）が回答し、合計 1,473人（9.3%）が受験意欲を示した。 

また、当該学部への入学意欲についての質問では、受験意欲を示した 1,473 人のうち、

「入学する」と 349人（23.7%）、「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」

と 942人（64.0%）が回答し、合計 1,291人（87.6%）が入学意欲を示した。 

 

【グラフ】当該学部への受験意欲について＜問 7 の結果より＞ 

 

 

【グラフ】当該学部への入学意欲について＜問 8 の結果より＞ 
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● 当該学部を受験しない理由については、「興味・関心のある分野ではないから」が約 8割 

  

当該学部を受験しない理由については、問 7 で受験しないと回答した 12,597 人のうち、

回答の多い順に「興味・関心のある分野ではないから」が 9,854人（78.2%）、「興味・関心

のある分野だが、他大学への進学を希望しているから」が 1,216人（9.7%）、「学費が高いか

ら」が 729人（5.8%）、「興味・関心のある分野だが、さらに詳細を知った上で検討したいか

ら」が 671人（5.3%）、「通学が不便そうだから」が 644人（5.1%）、「その他」が 573人（4.5%）

であった。 

 

【グラフ】当該学部を受験しない理由＜問 9 の結果より＞ 
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興味・関心のある分野だが、さらに詳細
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学費が高いから

興味・関心のある分野だが、他大学への

進学を希望しているから

興味・関心のある分野ではないから
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４．集計結果の分析 
 

卒業後の進路（問 3）で「大学」、設置者の希望（問 4）で「私立」、興味のある学問分

野（問 5）で「看護学」を全て選択した 1,247人のうち、当該学部への受験意欲（問 7）・

入学意欲（問 8）がある者のクロス集計結果は、以下の通りである。 

 

【表】当該学部への受験・入学意欲についてのクロス集計（卒業後の進路（問 3）で「大

学」、設置者の希望（問 4）で「私立」、興味のある学問分野（問 5）で「看護学」を全て選

択した者のうち、当該学部への受験意欲（問 7）・入学意欲（問 8）） 

受験意欲（問 7） 入学意欲（問 8） 

選択項目 回答数 選択項目 回答数 

第一志望として受験する 120 人 入学する 113 人 

  
志望順位が上位の他の志望校が 

不合格の場合に入学する 
6 人 

  入学しない 1 人 

第二志望として受験する 90 人 入学する 20 人 

  
志望順位が上位の他の志望校が 

不合格の場合に入学する 
70 人 

  入学しない 0 人 

第三志望以降として受験する 257 人 入学する 13 人 

  
志望順位が上位の他の志望校が 

不合格の場合に入学する 
225 人 

  入学しない 11 人 

  無回答 8 人 

受験しない 697 人 － － 

無回答 83 人 － － 

合 計 1,247 人  467 人 
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【グラフ】当該学部への受験・入学意欲についてのクロス集計（卒業後の進路（問 3）で「大

学」、設置者の希望（問 4）で「私立」、興味のある学問分野（問 5）で「看護学」を全て選択

した者のうち、当該学部への受験意欲（問 7）・入学意欲（問 8）） 

 

 

 

上記のクロス集計より、卒業後の進路で「大学」、設置者の希望で「私立」、興味のある

学問分野で「看護学」を全て選択し、且つ当該学部を第一志望として受験し、入学すると

回答した者は 113人あった。 

 

以上の結果より、植草学園大学が 2025（令和 7）年 4月に設置構想中の「看護学部 看

護学科（仮称）」の学生確保の見通しは、予定する入学定員の 80名を大きく上回る入学の

意欲が示される回答結果であるため、問題なしと判断できる。 

以上 

 

 

80人

113人

120人

看護学部看護学科（仮称）入学定員

「入学する」の合計（クロス集計）

【入学意欲（問8）】

「第一志望として受験する」の合計

（クロス集計）【受験意欲（問7）】
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添付資料 

 

植草学園大学 看護学部 看護学科（仮称） 

・概要説明プリント 

・高校生アンケート調査用紙 

・高校生アンケート調査(WEBフォーム) 

・高校生アンケート協力高校一覧 
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「植草学園大学 看護学部 看護学科（仮称）の概要」 

 

 

植草学園大学 看護学部 看護学科（仮称） 

 

2025年4月 設置予定！ 
 

 

開設時期：2025年4月 
 

開設場所：植草学園大学 千葉医療センター内 椿森キャンパス：千葉市中央区椿森4丁目1-2  

            小倉キャンパス：千葉市若葉区小倉町1639番3 

修業年限：4年 
 

入学定員：80名（予定） 収容定員：320名（男女共学） 
 

取得学位：学士（看護学） 
 

取得資格：看護師国家試験受験資格、保健師国家試験受験資格（保健師は学内選抜による定員設定あり） 

●保健師免許取得後、申請により養護教諭二種免許、第一種衛生管理者免許が取得可能 

 

 

 

 

 

 

植草学園は、徳育（心の教育）を大切にし、共生社会（インクルーシブ社会）の実現に貢献して活

躍できる人材を育てることを理念としています。 

誰もがその人らしい暮らしを続けることのできる共生社会の実現には、医療の充実、特に医療を支

える看護職の役割が重要です。そこで植草学園大学では、あらゆる成長発達段階および健康状態にあ

る人々、さまざまな環境下で生活する人々に対して、その人らしい暮らしを続けていくことのできる

地域共生社会の実現に向けて貢献できる看護師・保健師の育成をめざすこととしました。 

看護学部は、生命と人権を尊重し、豊かな人間性と高い倫理観をもち、科学的かつ論理的思考に基

づいて主体的に行動できる、専門的知識・技術を修得した看護師・保健師を養成します。 
 

 

 

 

 

 

 

アドミッション・ポリシーとは、植草学園大学看護学部が入学する学生に求める資質です。 
 

〇（配慮ある態度）看護職をめざす者としてふさわしい品格、礼節、モラル、思いやりを備えており周囲に 

配慮ある態度がとれる人 

〇（高い志）人間の生命や健康に関心があり、看護および保健医療福祉の発展に貢献する意志がある人 

〇（人間､健康､社会や環境への関心）人間の生活と健康、社会環境との関連に関心がある人 

〇（確かな学力）専門教育を受けるにふさわしい基礎学力を備えている人 

〇（学ぶことへの意欲）専門性の高い知識・技術の修得にあたり､自主的・積極的に学ぶ意欲と情熱がある人 

〇（遂行力）勉学・学修上の困難に直面したとき、それを乗り越えるための努力ができる人 

〇（自己管理力）自身の生活や健康の管理を行い、心身ともに健やかに学生生活を送ることができる人 

 

 

 

 

 

○病院・診療所   ○訪問看護ステーション ○社会福祉施設（高齢者施設、児童福祉施設）  

○自治体の保健所・保健センター       ○地域包括支援センター 

○小中高等学校   ○一般企業 など 
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地域とのつながりを大切にした教育 

○地域共創ケアセンター（仮称）を開設し、地域住民の人々と交流し、コミュニケーションをはか

り、健康・生活についてともに考える姿勢・方法について学ぶ場をつくります。 
 

国立病院機構千葉医療センターとの包括連携協定による看護職の育成 

○千葉医療センター敷地内にキャンパスを設置し、技術演習や病院実習の拠点とします。 

○千葉医療センターと包括連携協定を結び、看護学部学生の教育や実習、研究に千葉医療センターの

全面的な協力を得るとともに、看護師の卒後教育や看護実践への協力・支援をしていきます。 

○県内のその他の国立病院機構においても授業や病院実習への協力を得て、研究、看護実践、就職な

ど多面的に相互協力関係を築きます。 
 

教育・保育・リハビリテーションを専攻する他学部生と共に幅広い教養を学ぶ、「共通科目」 
 

〇看護技術の演習設備をもち、実習の拠点となる「千葉医療センター内 椿森キャンパス」と、教育・保

育・リハビリテーションを学ぶ他学部生と共に過ごす、緑に囲まれ自然豊かな「小倉キャンパス」で学び

ます。 
 

医療機関をはじめとした福祉や行政など多様な分野での活躍 

○人々の多様性やその人らしさを大切にする看護を学ぶために、『ひと・暮らしを見つめ、考える授

業』を多く展開します。 

○複合的な健康問題をもつ人々が増えるなか､『人の身体とこころ、それを取り巻く環境について､最新

の知識と確かな看護援助技術を統合的に修得するカリキュラム』を構成します。 

○『対象者の情報やニーズを的確にとらえて分析し、記録・共有する手段と技能』を学びます。 

○医療機関や社会福祉施設、地域の集いの場など、様々な場で実践される看護とそれぞれの連携を講

義や実習で学び、『看護の可能性を広げ、自分の将来を選び取るキャリア力』を培います。 

 

 
 

初年度 

納入金 

入学金 授業料 施設費 教育充実 その他 合計 ※植草学園大学 看護学部 看護学科

（仮称）の学費は予定です。 

※教育充実費に、実習費が含まれます。 

※その他に、傷害保険、学友会費、同窓

会費等が含まれます。 
270,000 850,000 480,000 180,000 28,370 1,808,370 

 

 

 
 

 

千葉医療センター内 椿森キャンパス                                   植草学園大学 小倉キャンパス                 

 

 

 

        

 
 

 
 

 

類似の学びがある大学         
 

和洋女子大学 看護学部 看護学科、 淑徳大学 看護栄養学部 看護学科、 城西国際大学 看護学部 看護学科、 

帝京平成大学 健康医療スポーツ学部 看護学科、 聖徳大学 看護学部 看護学科 

 

上記内容は構想中の内容です。今後変更となる場合があります。 

 

千葉都市モノレール千葉公園駅から徒歩約6分（約0.6km） 

JR・東千葉駅から徒歩約9分（約0.7km） 

JR・京成 千葉駅(千葉公園口）から徒歩約18分(約1.4km） 

千葉内陸バス「国立千葉医療センター」行き 千葉駅から約11分 

 

千葉都市モノレール千城台北駅から 

徒歩約10分（約0.8㎞） 

ちばフラワーバス 「植草学園大学」行き 

       都賀駅から約15分・千葉駅から約35分 

学
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植草学園大学 看護学部 看護学科（仮称）設置構想についての高校生アンケート調査 
対象：2023（令和 5）年度 高校 2年生の皆様 

植草学園大学では、2025（令和 7）年 4月に看護学部看護学科（仮称：入学定員 80名（予定））の設置を構想しています。本学では、このアン
ケート調査を通して、2025年に進学時期を迎える現・高校 2年生の皆様から、様々なご意見をお聞きし、構想内容に反映したいと考えておりま
す。  
なお、回答いただいた皆様から得られた情報は、本設置構想に係る統計資料及び文部科学省への提出書類の一部としてのみ活用いたしますの
で、個人が特定されることはございません。 
 つきましては、別紙の概要をご覧いただいた上で、アンケート調査へのご協力をよろしくお願い申し上げます。 
※このアンケート調査は植草学園大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。 
※概要及びアンケートに記載されている内容については予定であり、変更される可能性があります。 
＜学科概要＞ 

名称 設置時期 入学定員 取得学位 修業年限 設置場所 

看護学部 看護学科 2025 年４月 80 名(予定) 学士（看護学） 4 年 
千葉県千葉市中央区椿森 4 丁目１－２ 
千葉県千葉市若葉区小倉町 1639番 3 

【注意事項】アンケートのご記入は、黒色の鉛筆、またはペンでお願いいたします。※良い例  ~  /   丸の中を黒く塗りつぶしてください。 

問１ あなたのお住まいの都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つにマーク） 

01.千葉県 10.栃木県 19.山梨県 28.兵庫県 37.香川県 46.鹿児島県 

02.北海道 11.群馬県 20.長野県 29.奈良県 38.愛媛県 47.沖縄県 

03.青森県 12.埼玉県 21.岐阜県 30.和歌山県 39.高知県 

04.岩手県 13.東京都 22.静岡県 31.鳥取県 40.福岡県 

05.宮城県 14.神奈川県 23.愛知県 32.島根県 41.佐賀県 

06.秋田県 15.新潟県 24.三重県 33.岡山県 42.長崎県 

07.山形県 16.富山県 25.滋賀県 34.広島県 43.熊本県 

08.福島県 17.石川県 26.京都府 35.山口県 44.大分県 

09.茨城県 18.福井県 27.大阪府 36.徳島県 45.宮崎県 

十の位  1 2 3 4 5 6 7 8 9 0  

一の位  1 2 3 4 5 6 7 8 9 0  

※十の位がない場合は、0をマークしてください。 

問２ あなたの性別を教えてください。（あてはまるもの１つにマーク） 

1.男性 2.女性 3.回答しない 

選択肢  1 2 3 

問３ 卒業後の進路をどのように考えていますか。（あてはまるものすべてにマーク） 

1.大学 2.短期大学 3.専門職大学 4.専門職短期大学 5.専門学校 6.就職 7.その他 

選択肢  1 2 3 4 5 6 7 

その他  

問３で、１~4にマークをした方は、下記の設問にお進みください。 

問４ 志望する大学などの設置者の希望を選択してください。（あてはまるものすべてにマーク） 

1.国立 2.公立 3.私立 

選択肢  1 2 3 
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問５ 学びたいと考えている興味のある学問分野を次の中から選択してください。（あてはまるものすべてにマーク） 
保健  0 16.化学 農学 教育 0 67.芸術その他 

0 1.看護学 0 17.生物 0 34.農学 0 50.教育学 その他 
0 2.医学 0 18.地学 0 35.農芸化学 0 51.小学校課程 0 68.教養学 
0 3.歯学 0 19.理学その他 0 36.農業工学 0 52.中学校課程 0 69.総合科学 
0 4.薬学 工学 0 37.農業経済学 0 53.高等学校課程 0 70.教養課程（文科） 

0 5.保健その他 0 20.機械工学 0 38.林学 0 54.特別教科課程 0 71.教養課程（理科） 

人文科学 0 21.電気通信工学 0 39.林産学 0 55.盲学校課程 0 72.教養課程（その他） 

0 6.文学 0 22.土木建築工学 0 40.獣医学畜産学 0 56.聾学校課程 0 73.人文・社会科学 
0 7.史学 0 23.応用化学 0 41.水産学 0 57.中等教育学校課程 0 74.国際学 
0 8.哲学 0 24.応用理学 0 42.農学その他 0 58.養護学校課程 0 75.人間科学 
0 9.人文科学その他 0 25.原子力工学 商船 0 59.幼稚園課程 0 76.その他 

社会科学 0 26.鉱山学 0 43.商船学 0 60.体育学   
0 10.法学・政治学 0 27.金属工学 家政 0 61.障害児教育課程   
0 11.商学・経済学 0 28.繊維工学 0 44.家政学 0 62.特別支援教育課程   
0 12.社会学 0 29.船舶工学 0 45.食物学 0 63.教育その他   
0 13.社会科学その他 0 30.航空工学 0 46.被服学 芸術   
理学 0 31.経営工学 0 47.住居学 0 64.美術   
0 14.数学 0 32.工芸学 0 48.児童学 0 65.デザイン   
0 15.物理学 0 33.工学その他 0 49.家政その他 0 66.音楽   

問 6 植草学園大学看護学部看護学科（仮称）には以下の特色があります。あなたが興味・関心を持った内容を選んでください。
（あてはまるものすべてにマーク） 

1．地域とのつながりを大切にした教育 

2．千葉県の国立病院の中心である国立病院機構千葉医療センターとの包括連携協定による看護職の育成 

3．教育・保育・リハビリテーションを専攻する他学部生と共に幅広い教養を学ぶ、「共通科目」 

4．医療機関をはじめとした福祉や行政など多様な分野での活躍 

選択肢  1 2 3 4  

問 7 植草学園大学看護学部看護学科（仮称）が開設された場合、受験を希望しますか。（あてはまるもの１つにマーク）※本学
実施予定の全入試方式を対象とします。 

1.第一志望として受験する 2.第二志望として受験する 3.第三志望以降として受験する 4.受験しない→問９へお進みください。 

選択肢  1 2 3 4  

問 8 植草学園大学看護学部看護学科（仮称）を受験して合格した場合、入学を希望しますか。（あてはまるもの１つにマーク） 

1.入学する 2. 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する 3.入学しない 

選択肢  1 2 3   

問９は、問７で 4を選択した方のみ、お答えください。 
問９ あなたが植草学園大学看護学部看護学科（仮称）を受験しないと回答された理由をお答えください。（あてはまるものすべ
てにマーク） 

1. 興味・関心のある分野ではないから 4. 通学が不便そうだから 

2. 興味・関心のある分野だが、他大学への進学を希望しているから 5. 学費が高いから 

3. 興味・関心のある分野だが、さらに詳細を知った上で検討したいから 6. その他 

選択肢 1 2 3 4 5 6  

その他  

アンケートは以上です。ご協力いただき、ありがとうございました。 
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・高校生アンケート調査(WEBフォーム) 
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・高校生アンケート協力高校一覧 

 

番号 都道府県 高等学校名 番号 都道府県 高等学校名 

1 秋田 花輪高等学校 55 千葉 柏陵高等学校 

2 山形 鶴岡北高等学校 56 千葉 八千代東高等学校 

3 茨城 日立第二高等学校 57 千葉 船橋二和高等学校 

4 茨城 鉾田第二高等学校 58 千葉 船橋古和釜高等学校 

5 茨城 麻生高等学校 59 千葉 松戸馬橋高等学校 

6 茨城 鹿島高等学校 60 千葉 成田北高等学校 

7 茨城 藤代紫水高等学校 61 千葉 土気高等学校 

8 茨城 波崎柳川高等学校 62 千葉 実籾高等学校 

9 茨城 常磐大学高等学校 63 千葉 松戸向陽高等学校 

10 茨城 つくば国際大学東風高等学校 64 千葉 白井高等学校 

11 群馬 新島学園高等学校 65 千葉 佐倉南高等学校 

12 埼玉 草加南高等学校 66 千葉 市原八幡高等学校 

13 埼玉 本庄東高等学校 67 千葉 我孫子東高等学校 

14 埼玉 大妻嵐山高等学校 68 千葉 沼南高柳高等学校 

15 千葉 千葉女子高等学校 69 千葉 四街道北高等学校 

16 千葉 千葉商業高等学校 70 千葉 富里高等学校 

17 千葉 千葉南高等学校 71 千葉 幕張総合高等学校 

18 千葉 若松高等学校 72 千葉 敬愛大学八日市場高等学校 

19 千葉 八千代高等学校 73 千葉 成田高等学校 

20 千葉 国分高等学校 74 千葉 千葉敬愛高等学校 

21 千葉 浦安高等学校 75 千葉 千葉経済大学附属高等学校 

22 千葉 松戸（県立）高等学校 76 千葉 東葉高等学校 

23 千葉 印旛明誠高等学校 77 千葉 茂原北陵高等学校 

24 千葉 佐倉東高等学校 78 千葉 千葉県安房西高等学校 

25 千葉 八街高等学校 79 千葉 千葉黎明高等学校 

26 千葉 四街道高等学校 80 千葉 千葉英和高等学校 

27 千葉 成田国際高等学校 81 千葉 千葉萌陽高等学校 

28 千葉 佐原高等学校 82 千葉 日出学園高等学校 

29 千葉 佐原白楊高等学校 83 千葉 千葉明徳高等学校 

30 千葉 銚子（県立）高等学校 84 千葉 千葉商科大学付属高等学校 

31 千葉 銚子商業高等学校 85 千葉 千葉学芸高等学校 

32 千葉 旭農業高等学校 86 千葉 敬愛学園高等学校 

33 千葉 匝瑳高等学校 87 千葉 二松学舎大学附属柏高等学校 

34 千葉 松尾高等学校 88 千葉 東海大学付属市原望洋高等学校 

35 千葉 成東高等学校 89 千葉 拓殖大学紅陵高等学校 

36 千葉 東金高等学校 90 千葉 不二女子高等学校 

37 千葉 東金商業高等学校 91 千葉 八千代松陰高等学校 

38 千葉 大網高等学校 92 千葉 東京学館高等学校 

39 千葉 九十九里高等学校 93 千葉 植草学園大学附属高等学校 

40 千葉 長生高等学校 94 千葉 千葉聖心高等学校 

41 千葉 茂原高等学校 95 千葉 東京学館浦安高等学校 

42 千葉 一宮商業高等学校 96 千葉 志学館高等部 

43 千葉 大多喜高等学校 97 千葉 市原中央高等学校 

44 千葉 大原高等学校 98 千葉 西武台千葉高等学校 

45 千葉 長狭高等学校 99 千葉 東京学館船橋高等学校 

46 千葉 安房高等学校 100 千葉 翔凜高等学校 

47 千葉 木更津高等学校 101 千葉 桜林高等学校 

48 千葉 木更津東高等学校 102 千葉 木更津総合高等学校 

49 千葉 君津高等学校 103 千葉 あずさ第一高等学校 

50 千葉 袖ヶ浦高等学校 104 東京 貞静学園高等学校 

51 千葉 京葉高等学校 105 東京 東洋女子高等学校 

52 千葉 姉崎高等学校 106 東京 大妻中野高等学校 

53 千葉 佐倉西高等学校 107 東京 豊島学院高等学校 

54 千葉 千城台高等学校 108 新潟 新潟第一高等学校 
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植草学園大学 看護学部 看護学科（仮称） 

設置構想についてのアンケート調査 

【人材需要アンケート調査】 

報告書 

令和５年 11月 20日 

株式会社高等教育総合研究所 

資料17
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１．調査の概要 

 

調査目的 

本調査は、植草学園大学が 2025（令和 7）年 4月に設置構想中の「看護

学部 看護学科（仮称）」（以下、当該学部と記す）における人材需要

の見通しを第三者機関によりアンケート調査を用いて計ることを目的と

する。 

調査対象 
当該学部の卒業生の採用が期待される千葉県を中心とした医療機関等の

計 619件を対象とした。 

調査内容 

⚫ 問 1～3：回答医療機関等の基本情報 

（本部所在地、業種、従業員数） 

⚫ 問 4：当該学部に対する社会的ニーズ 

⚫ 問 5：【看護師】当該学部の卒業生に対する採用の意向 

⚫ 問 6：【看護師】採用可能人数 

⚫ 問 7：【保健師】当該学部の卒業生に対する採用の意向 

⚫ 問 8：【保健師】採用可能人数 

⚫ 問 9：当該学部に対する意見・要望 

以上、全 9問で主に選択肢式。一部記述を含む。 

（問 10は、医療機関等の名称を問いている為、省略する） 

調査時期 2023（令和 5）年 6月～8月 

調査方法 

調査対象先の人事・採用担当者宛に依頼状、概要説明プリント、アンケ

ート調査用紙 1部、返送用封筒を送付した。ご協力いただける場合は、

アンケート調査用紙または WEBフォームにより回答を得た。 

回収件数 有効回答数 100件 
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２．集計結果 
※「構成比(％)」はいずれも、少数点第二位を四捨五入。 

 

問 1 貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、お教えください。（あてはまるもの

１つにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 千葉県 98 98.0% 

2 その他 2 2.0% 

合計 100 100.0% 

 

問 2 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまるもの１つにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 病院・診療所 50 50.0% 

2 訪問看護ステーション 13 13.0% 

3 社会福祉施設（高齢者施設、児童福祉施設） 21 21.0% 

4 地方自治体・保健所・保健センター 6 6.0% 

5 地域包括支援センター 10 10.0% 

6 その他 0 0.0% 

合計 100 100.0% 

 

問 3 貴社・貴団体の従業員数について、ご回答ください。（あてはまるもの１つにマー

ク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 50 名未満 18 18.0% 

2 50 名～100 名未満 26 26.0% 

3 100 名～500 名未満 30 30.0% 

4 500 名～1,000 名未満 15 15.0% 

5 1,000 名以上 10 10.0% 

 無回答 1 1.0% 

合計 100 100.0% 

 

問 4 植草学園大学看護学部看護学科（仮称）は、社会的ニーズが高いと思われますか。

（あてはまるもの１つにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 ニーズは極めて高い 38 38.0% 

2 ニーズはある程度高い 56 56.0% 

3 ニーズはあまり高くない 3 3.0% 

4 ニーズは高くない 1 1.0% 

 無回答 2 2.0% 

合計 100 100.0% 
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問 5 【看護師】植草学園大学看護学部看護学科（仮称）を卒業した学生について、採用

したいと思われますか。（あてはまるもの１つにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 採用したいと思う 80 80.0% 

2 採用したいと思わない 15 15.0% 

 無回答 5 5.0% 

合計 100 100.0% 

 

問 6 は、問 5 で「1．採用したいと思う」と回答した 80 件が対象である。 

 

問 6 【看護師】採用する場合の採用可能人数をお教えください。（あてはまるもの１つ

にマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 １人 15 18.8% 

2 ２人 16 20.0% 

3 ３人 5 6.3% 

4 ４人 5 6.3% 

5 ５人以上 5 6.3% 

6 人数は未定 33 41.3% 

 無回答 1 1.3% 

合計 80 100.0% 

 

問 7 【保健師】植草学園大学看護学部看護学科（仮称）を卒業した学生について、採用

したいと思われますか。（あてはまるもの１つにマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 採用したいと思う 42 42.0% 

2 採用したいと思わない 51 51.0% 

 無回答 7 7.0% 

合計 100 100.0% 

 

問 8 は、問 7 で「1．採用したいと思う」と回答した 42 件が対象である。 

 

問 8 【保健師】採用する場合の採用可能人数をお教えください。（あてはまるもの１つ

にマーク） 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 １人 15 35.7% 

2 ２人 6 14.3% 

3 ３人 0 0.0% 

4 ４人 0 0.0% 

5 ５人以上 0 0.0% 

6 人数は未定 21 50.0% 

合計 42 100.0% 

 

－ 学生確保（資料） ― 83 ―



問 9 植草学園大学看護学部看護学科（仮称）に対して期待される点やご要望がありました

らご自由にお書きください。 

※以下、回答内容を掲載。順不同。 

No 回答内容  

1 

地域包括支援センターは保健師、または地域看護の経験がある看護師でないと採用できませ

んので、新卒であれば保健師での採用は可能です。高齢者福祉への分野での看護師、保健師

求人はなかなかこないので、貴重な人材だと思います。植草の学生だから、というよりも、1

人の看護師として保健師としてどうか、というところを見て採用をきめていますので、社会

に自信を持って出せる人材の育成を希望します。 

2 現在看護師は不足しておりませんので、補充する必要があるときはお願いします。 

3 当院の奨学金制度を入学予定者に案内させていただきたい。 

4 

特養の看護師は日頃から介護職員と密接にかかわる業務内容になります。24 時間・365日介

護職員が観察しているからこそ、看護師との情報共有が行えます。アドミッション・ポリシ

ーに記載している「配慮ある態度」については介護施設で働く看護師にとって非常に重要で

あると考えています。施設内で上下関係が成り立ってしまうと、看護師から介護職員に対し

て高圧的な態度になってしまう恐れがありますので、そのような教育方針であれば施設に就

職した際は他部署とフラットな関係を構築できるのではないかと考えています。 

5 

看護師も保健師も地域の様々な生活障害を抱えた方々が生きていくことを支援するという視

点を持っていただきたいと思っています。職業として疾病を見ることは当たり前ですが、生

活するということを常に考えられる看護職になってほしいと思います。 

6 医療現場だけで無く、高齢者施設へ従事する専門の教育を行って頂きたい。 

7 看護師、保健師の需要は高いと思われます。 

8 入学金や授業料をできるだけ安くしてほしい。 

9 

いつも大変お世話になっております。これまでも介護職員として採用させていただいており

ました。看護師についても採用させていただければと考えておりますので、今後ともよろし

くお願いいたします。 

10 千葉県内の医療機関にて活躍する人材の育成を期待しております。 

11 

今後における感染症等様々な疾患について、高齢者施設においても適確に対応できるような

体制の必要がせまられています。また、それらの看護団体との連携が今後必須と考えられて

います。そのことから、当園においては保健師の役割としての業務がないため採用をしない

と回答しましたが、現実的には、保健師の育成も急務と考えています。そのことから、看護

部設置については先の時代に必須であると思えます。さらに、病院等の形態での集団内での

看護師の就業よりも在宅や地域での医療体制構築の必要性があるのではないかと感じていま

す。そのことから、授業の中に在宅での実習等も加えた方が良いかと思います。 

12 

2025 年問題のなかの設立、素晴らしいと思います。奨学金制度があっても返済出来ないしん

どいです。という声も聞いたことがあります。看護師になりたくてもあきらめる人、途中で

やめてしまう人、いろんな学生とであってきました。物価の高騰、生きづらい日本になりつ

つあります。少子高齢、人口減少、生産年齢人口の減少、メリットがありますが、自分たち

の里子心で動かしていませんか。所詮、日本も貧困の時代を迎えつつある厳しい時代です。 

13 在学中の学生さんに当施設においてボランティア活動をしていただければと思います。 

14 実習についても協力させていただきます。 
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15 

問５～８においては現在の状況をもとに回答しました。数年後は不明です。問４においてニ

ーズは高いと思われるが、近年県内の看護学部において教職員等のスキル不足を感じること

があります。ですので、②にしました。 

16 保健師については将来的に採用を考えたいとは思うが、現状は採用予定はない 

17 

医療・介護現場に置ける看護師の採用は看護師の採用は困難な状況にあるので、人材育成は

急務であると考える。また、〇〇では、保健師の常勤務者が求められているので、保健師の

人材育成も大切であると考える。 

18 近隣にある施設なので地域交流が出来たらと思います。 

19 
千葉県という地域特性を生かした看護活動が出来るように、幅広い分野で物事が見れるよう

な人材になってくれることを願います。 

20 地域包括支援センターで働きたいと希望する保健師が増えると嬉しく存じます。 

21 
当院は新卒者の採用を行っていません。ただし、臨地実習は受け入れ可能なことがありま

す。 

22 
増床を予定しており、看護師が必要なため。可能であれば地元や県内の学生を多く採用した

い。 

23 県内医療施設への就職となるよう進路相談で導いてほしいです。（学内就職説明会の関係等） 

24 いつも多岐にわたりご協力をいただき感謝しております。ありがとうございます。 

25 当院への就職 

26 地域で看護を雇用する NS を是非育成してください。 

27 

弊社事業所におきましても同じ千葉市にあり、10 年の歴史と看護師、理学療法士が活躍する

現状にあるため、貴学園の看護学部設置を歓迎いたします。現時点において弊社との具体的

接点がないので、今後持てれば幸いです。 

28 

千葉県は看護師の人員不足がとても高いです。また、中小規模病院においては人員確保にと

ても苦慮しています。千葉県内で看護師として定着してくれる人材の育成を切に希望しま

す。 

29 
質の高い学生を集め、是非千葉県に根付く看護師を育成していただきたいと切望します。ま

た小児母性の実習先をどう確保されるのか臨床のキャリアは限界に来ています。 

30 
最近看護系大学は飽和状態です。質そのものが問われており、今後淘汰されると思います。

教員と実習先の確保など、どのようにされているのか情報がほしいです。 

31 

当法人では、市川市の委託で、地域包括支援センターを 2か所運営しています。三職種（保

健師、社会福祉士、主任介護支援専門員）がチームとなり、地域住民（高齢者やそのご家族

など）からの相談に対して支援しています。保健師も重要な役割を担いますので、多くの卒

業生を期待しています。 

32 優秀な看護師（知識、技術、人間性）の育成を期待します。 

33 共生社会を語れる人材教育を実現してほしい 

34 
〇〇は、市川市の委託で地域包括支援センターを２か所運営しています。三職種の保健師と

して重要な人材となりますので、多くの卒業生を期待しています。 

35 
問 5、問 7 の回答について、あくまで採用は採用試験を経て行われるものである事を申し添え

ます。 
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36 

看護学科に対する地域のニーズは非常に高いです。貴校の卒業生にも、当院にて一緒にこの

地域の医療を担って頂けたらと思っております。色々とご協力出来たらと思いますので、今

後とも宜しくお願いいたします。 

37 

千葉県内は、看護学科をもつ大学が増え、卒業して国家資格を取得する看護職の数は 10数年

前と比べてかなり増えていると思います。しかし、医療機関からすると看護職が足りている

感じがしないのが現状です。また、生活環境も 10 年前、20 年前とは変化しているので、医療

現場が求める能力と、新卒の看護職ができる事（社会人基礎力に相当すること）とのギャッ

プが大きくなっていると思います。その中で、看護職として職場に定着することが難しくな

っているように感じます。働き方の多様性も広がっていますし、東京にも近いので都内で働

きたいと千葉県から出て行かれる方も少なくないのかもしれません。教育機関の方々にも、

千葉県内で看護職として末永くお仕事していただける方を育成していただけるとありがたい

と考えます。 

38 
看護師・保健師は常に人材不足だと感じています。地域福祉に資する人材育成を期待してい

ます。 

39 
千葉医療センターとの包括協定による育成となっていますが、県立病院もいくつかあります

ので、こちらにも就職していただければと思います。 

40 
当センターと椿森キャンパスは比較的近隣になるため、勉強会や交流会など共同開催できると

良いと思います。地域包括支援センター業務など、ご説明できる機会があると嬉しいです。 
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千葉県 98件（98.0%）

その他 2件（2.0%）

病院・診療所

50件（50.0%）

社会福祉施設（高齢者施設、

児童福祉施設） 21件（21.0%）

訪問看護ステーション

13件（13.0%）

地域包括支援センター

10件（10.0%）

地方自治体・保健所・保健センター

6件（6.0%）

その他 0件（0.0%）

３．集計結果のポイント 
※「構成比(％)」はいずれも、少数点第二位を四捨五入。 

 

● 千葉県を本部所在地とする医療機関等が、全体の 98％となった。 

  

植草学園大学が 2025（令和 7）年 4月に設置構想中の「看護学部 看護学科（仮称）」に

ついての人材需要アンケート調査において、有効回答 100件の集計を行った。 

その結果、医療機関等の本部所在地の内訳は、「千葉県」が 98件（98.0%）、「その他」が

2 件（2.0%）となり、業種については、「病院・診療所」が 50 件（50.0%）、「社会福祉施設

（高齢者施設、児童福祉施設）」が 21件（21.0%）、「訪問看護ステーション」が 13件（13.0%）、

「地域包括支援センター」が 10件（10.0%）、「地方自治体・保健所・保健センター」が 6件

（6.0%）であった。 

また、従業員の人数については、回答の多い順に、「100名～500名未満」が 30件（30.0%）、

「50名～100名未満」が 26件（26.0%）、「50名未満」が 18件（18.0%）、「500名～1,000名

未満」が 15件（15.0%）、「1,000名以上」が 10件（10.0%）であった。 

 

【グラフ】回答医療機関等の本部所在地について＜問 1 の結果より＞ 

 

 

【グラフ】回答医療機関等の業種について＜問 2 の結果より＞ 
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100名～500名未満

30件（30.0%）

50名～100名未満

26件（26.0%）
50名未満

18件（18.0%）

500名～1,000名未満

15件（15.0%）

1,000名以上

10件（10.0%）

無回答 1件（1.0%）

ニーズは極めて高い

38件（38.0%）

ニーズはある程度高い

56件（56.0%）

ニーズはあまり高くない

3件（3.0%）

ニーズは高くない

1件（1.0%）
無回答 2件（2.0%）

【グラフ】回答医療機関等の従業員数について＜問 3 の結果より＞ 

 

 

 

● 「ニーズは極めて高い」、「ニーズはある程度高い」との回答は、 

合計で全体の 9割を超える結果となった。 

  

 当該学部に対する社会的ニーズについての質問では、「ニーズは極めて高い」が 38 件

（38.0%）、「ニーズはある程度高い」が 56件（56.0%）、「ニーズはあまり高くない」が 3件

（3.0%）、「ニーズは高くない」が 1件（1.0%）であった。 

 

【グラフ】当該学部に対する社会的ニーズについて＜問 4 の結果より＞ 
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採用したいと思う

80件（80.0%）

採用したいと思わない

15件（15.0%）

無回答

5件（5.0%）

● 看護師の採用可能人数は、予定している入学定員 80名を十分に上回る 143人であった。 

  

当該学部の卒業生に対する看護師としての採用の意向については、「採用したいと思う」

が 80 件（80.0%）で、8 割の医療機関等が採用意欲を示す結果となった。また、この 80 件

の医療機関等から示された具体的な採用可能人数は、「人数は未定」が 33件（41.3%）と最

も多く、次いで「２人」が 16件（20.0%）、「１人」が 15件（18.8%）、「３人」、「４人」、「５

人以上」が 5件（6.3%）、無回答が 1件の順となっている。 

この採用可能人数の合計は、143人（人数は未定は 1人として集計）となり、当該学部に

おける入学定員の 80名を十分に上回る回答を得た結果となった。 

 

【グラフ】【看護師】当該学部の卒業生に対する採用の意向について＜問 5 の結果より＞ 

 

 

【表】【看護師】採用可能人数について＜問 6 の結果より＞ 

No 選択項目 回答数 構成比 

1 １人 15 18.8% 

2 ２人 16 20.0% 

3 ３人 5 6.3% 

4 ４人 5 6.3% 

5 ５人以上 
内 

訳 

５人（２件） 5 6.3% 

  ８人（１件）   

  未記入（２件）   

6 人数は未定 33 41.3% 

7 無回答 1 1.3% 

合計 80 100.0% 
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採用したいと思う

42件（42.0%）

採用したいと思わない

51件（51.0%）

無回答 7件（7.0%）

人数は未定 21件（50.0%）

１人 15件（35.7%）

２人 6件（14.3%）

３人 0件（0.0%）
４人 0件（0.0%） ５人以上 0件（0.0%）

● 保健師の採用可能人数は、予定している定員 20名を十分に上回る 48人であった。 

  

当該学部の卒業生に対する保健師としての採用の意向については、「採用したいと思う」

が 42 件（42.0%）で、約 4 割の医療機関等が採用意欲を示す結果となった。また、この 42

件の医療機関等から示された具体的な採用可能人数は、「人数は未定」が 21件（50.0%）と

最も多く、次いで「１人」が 15件（35.7%）、「２人」が 6件（14.3%）となっている。 

この採用可能人数の合計は、48 人（人数は未定は 1 人として集計）となり、当該学部に

おける保健師の定員の 20名を十分に上回る回答を得た結果となった。 

 

【グラフ】【保健師】当該学部の卒業生に対する採用の意向について＜問 7 の結果より＞ 

 

 

【グラフ】【保健師】採用可能人数について＜問 8 の結果より＞ 
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４．集計結果の分析 
 

当該学部の卒業生を看護師として「採用したいと思う」と回答した医療機関等 80件

（問 5）の採用可能人数（問 6）の結果は、以下の通りである。 

 

【表】【看護師】採用可能人数について＜問 6 の結果より＞ 

No 選択項目 回答数 採用可能人数 

1 １人 15 15 人 

2 ２人 16 32 人 

3 ３人 5 15 人 

4 ４人 5 20 人 

5 ５人以上 
内 

訳 

５人（２件） 5 28 人 

  ８人（１件）   

  未記入（２件）   

6 人数は未定 33 33 人 

7 無回答 1 0 人 

合計 80 143 人 

※人数は未定は 1 人として集計 

 

【グラフ】【看護師】当該学部の卒業生の採用の意向・採用可能人数について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80人

143人

80件

看護学部看護学科（仮称）入学定員

「採用可能人数」の合計

「採用したいと思う」と回答した

医療機関等の数
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次に当該学部の卒業生を保健師として「採用したいと思う」と回答した医療機関等 42

件（問 7）の採用可能人数（問 8）の結果は、以下の通りである。 

 

【表】【保健師】採用可能人数について＜問 8 の結果より＞ 

No 選択項目 回答数 採用可能人数 

1 １人 15 15 人 

2 ２人 6 12 人 

3 ３人 0 0 人 

4 ４人 0 0 人 

5 ５人以上 0 0 人 

6 人数は未定 21 21 人 

合計 42 48 人 

※人数は未定は 1 人として集計 

 

【グラフ】【保健師】当該学部の卒業生の採用の意向・採用可能人数について 

 
 

以上の結果より、植草学園大学が 2025（令和 7）年 4月に設置構想中の「看護学部 看

護学科（仮称）」の人材需要の見通しは、当該学部の卒業生を「採用したいと思う」と回

答した医療機関等の採用可能人数は、看護師が 143人（80件）、保健師が 48人（42件）

であった。 

これは、予定する入学定員の 80名及び保健師の定員の 20名を十分に上回る回答結果で

あるため、当該学部の人材需要の見通しは問題なしと判断できる。 

以上 

20人

48人

42件

保健師の定員

「採用可能人数」の合計

「採用したいと思う」と回答した

医療機関等の数
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添付資料 

 

植草学園大学 看護学部 看護学科（仮称） 

・概要説明プリント 

・人材需要アンケート調査用紙 

・人材需要アンケート調査(WEBフォーム) 
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「植草学園大学 看護学部 看護学科（仮称）の概要」 

 

 

植草学園大学 看護学部 看護学科（仮称） 

 

2025年4月 設置予定！ 
 

 

開設時期：2025年4月 
 

開設場所：植草学園大学 千葉医療センター内 椿森キャンパス：千葉市中央区椿森4丁目1-2  

            小倉キャンパス：千葉市若葉区小倉町1639番3 

修業年限：4年 
 

入学定員：80名（予定） 収容定員：320名（男女共学） 
 

取得学位：学士（看護学） 
 

取得資格：看護師国家試験受験資格、保健師国家試験受験資格（保健師は学内選抜による定員設定あり） 

●保健師免許取得後、申請により養護教諭二種免許、第一種衛生管理者免許が取得可能 

 

 

 

 

 

 

植草学園は、徳育（心の教育）を大切にし、共生社会（インクルーシブ社会）の実現に貢献して活

躍できる人材を育てることを理念としています。 

誰もがその人らしい暮らしを続けることのできる共生社会の実現には、医療の充実、特に医療を支

える看護職の役割が重要です。そこで植草学園大学では、あらゆる成長発達段階および健康状態にあ

る人々、さまざまな環境下で生活する人々に対して、その人らしい暮らしを続けていくことのできる

地域共生社会の実現に向けて貢献できる看護師・保健師の育成をめざすこととしました。 

看護学部は、生命と人権を尊重し、豊かな人間性と高い倫理観をもち、科学的かつ論理的思考に基

づいて主体的に行動できる、専門的知識・技術を修得した看護師・保健師を養成します。 
 

 

 

 

 

 

 

アドミッション・ポリシーとは、植草学園大学看護学部が入学する学生に求める資質です。 
 

〇（配慮ある態度）看護職をめざす者としてふさわしい品格、礼節、モラル、思いやりを備えており周囲に 

配慮ある態度がとれる人 

〇（高い志）人間の生命や健康に関心があり、看護および保健医療福祉の発展に貢献する意志がある人 

〇（人間､健康､社会や環境への関心）人間の生活と健康、社会環境との関連に関心がある人 

〇（確かな学力）専門教育を受けるにふさわしい基礎学力を備えている人 

〇（学ぶことへの意欲）専門性の高い知識・技術の修得にあたり､自主的・積極的に学ぶ意欲と情熱がある人 

〇（遂行力）勉学・学修上の困難に直面したとき、それを乗り越えるための努力ができる人 

〇（自己管理力）自身の生活や健康の管理を行い、心身ともに健やかに学生生活を送ることができる人 

 

 

 

 

 

○病院・診療所   ○訪問看護ステーション ○社会福祉施設（高齢者施設、児童福祉施設）  

○自治体の保健所・保健センター       ○地域包括支援センター 

○小中高等学校   ○一般企業 など 

 

 

 設置構想中 

学

部

の
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要 
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念
・
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る
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像 
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地域とのつながりを大切にした教育 

○地域共創ケアセンター（仮称）を開設し、地域住民の人々と交流し、コミュニケーションをはか

り、健康・生活についてともに考える姿勢・方法について学ぶ場をつくります。 
 

国立病院機構千葉医療センターとの包括連携協定による看護職の育成 

○千葉医療センター敷地内にキャンパスを設置し、技術演習や病院実習の拠点とします。 

○千葉医療センターと包括連携協定を結び、看護学部学生の教育や実習、研究に千葉医療センターの

全面的な協力を得るとともに、看護師の卒後教育や看護実践への協力・支援をしていきます。 

○県内のその他の国立病院機構においても授業や病院実習への協力を得て、研究、看護実践、就職な

ど多面的に相互協力関係を築きます。 
 

教育・保育・リハビリテーションを専攻する他学部生と共に幅広い教養を学ぶ、「共通科目」 
 

〇看護技術の演習設備をもち、実習の拠点となる「千葉医療センター内 椿森キャンパス」と、教育・保

育・リハビリテーションを学ぶ他学部生と共に過ごす、緑に囲まれ自然豊かな「小倉キャンパス」で学び

ます。 
 

医療機関をはじめとした福祉や行政など多様な分野での活躍 

○人々の多様性やその人らしさを大切にする看護を学ぶために、『ひと・暮らしを見つめ、考える授

業』を多く展開します。 

○複合的な健康問題をもつ人々が増えるなか､『人の身体とこころ、それを取り巻く環境について､最新

の知識と確かな看護援助技術を統合的に修得するカリキュラム』を構成します。 

○『対象者の情報やニーズを的確にとらえて分析し、記録・共有する手段と技能』を学びます。 

○医療機関や社会福祉施設、地域の集いの場など、様々な場で実践される看護とそれぞれの連携を講

義や実習で学び、『看護の可能性を広げ、自分の将来を選び取るキャリア力』を培います。 

 

 
 

初年度 

納入金 

入学金 授業料 施設費 教育充実 その他 合計 ※植草学園大学 看護学部 看護学科

（仮称）の学費は予定です。 

※教育充実費に、実習費が含まれます。 

※その他に、傷害保険、学友会費、同窓

会費等が含まれます。 
270,000 850,000 480,000 180,000 28,370 1,808,370 

 

 

 
 

 

千葉医療センター内 椿森キャンパス                                   植草学園大学 小倉キャンパス                 

 

 

 

        

 
 

 
 

 

類似の学びがある大学         
 

和洋女子大学 看護学部 看護学科、 淑徳大学 看護栄養学部 看護学科、 城西国際大学 看護学部 看護学科、 

帝京平成大学 健康医療スポーツ学部 看護学科、 聖徳大学 看護学部 看護学科 

 

上記内容は構想中の内容です。今後変更となる場合があります。 

 

千葉都市モノレール千葉公園駅から徒歩約6分（約0.6km） 

JR・東千葉駅から徒歩約9分（約0.7km） 

JR・京成 千葉駅(千葉公園口）から徒歩約18分(約1.4km） 

千葉内陸バス「国立千葉医療センター」行き 千葉駅から約11分 

 

千葉都市モノレール千城台北駅から 

徒歩約10分（約0.8㎞） 

ちばフラワーバス 「植草学園大学」行き 

       都賀駅から約15分・千葉駅から約35分 

学

部

の

特

色 

学
費 

ア

ク

セ

ス 
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植草学園大学 看護学部 看護学科（仮称）設置構想についての人材需要アンケート調査 
対象：人事・採用ご担当者様 

 植草学園大学では、2025（令和 7）年 4月に看護学部看護学科（仮称）の設置を構想しています。本学では、このアンケート調査を通して、採
用ご担当者の皆様から、様々なご意見をお伺いし、構想内容の参考にさせていただきたいと考えています。 
なお、回答いただいた皆様から得られた情報は、本設置構想に係る統計資料及び文部科学省への提出書類の一部としてのみ活用いたしますので、

個人・企業が特定されることはございません。 
 つきましては、別紙の概要をご覧いただいた上で、アンケート調査へのご協力をよろしくお願い申し上げます。 
※このアンケート調査は植草学園大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。 
※概要及びアンケートに記載されている内容については予定であり、変更される可能性があります。 
＜学科概要＞ 

名称 設置時期 入学定員 取得学位 修業年限 設置場所 

看護学部 看護学科 2025 年４月 80 名(予定) 学士（看護学） 4 年 
千葉県千葉市中央区椿森４丁目 1-2 
千葉県千葉市若葉区小倉町 1639番 3 

【注意事項】アンケートのご記入は、黒色の鉛筆、またはペンでお願いいたします。※良い例  ~  /   丸の中を黒く塗りつぶしてください。 

問１ 貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、お教えください。（あてはまるもの１つにマーク） 

1.千葉県 ２.その他【記述】 

選択肢     

その他    

問２ 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまるもの１つにマーク） 

1. 病院・診療所 2. 訪問看護ステーション 3. 社会福祉施設（高齢者施設、児童福祉施設） 4. 地方自治体・保健所・保健センター 5. 地域包括支援センター 

6．その他【記述】     

選択肢         

その他  

問３ 貴社・貴団体の従業員数について、ご回答ください。（あてはまるもの１つにマーク） 

1. 50名未満 2. 50名～100名未満 3. 100名～500名未満 4. 500名～1,000名未満 5. 1,000名以上 

選択肢       

問４ 植草学園大学看護学部看護学科（仮称）は、社会的ニーズが高いと思われますか。（あてはまるもの１つにマーク） 

1. ニーズは極めて高い 2. ニーズはある程度高い 3. ニーズはあまり高くない 4．ニーズは高くない 

選択肢      
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【問５，問６は、「看護師」の採用について、ご回答ください】 

問５ 【看護師】植草学園大学看護学部看護学科（仮称）を卒業した学生について、採用したいと思われますか。 
（あてはまるもの１つにマーク） 

1．採用したいと思う 2．採用したいと思わない 

選択肢     

 
問５で、１にマークをした方は、問６をお答えください。 

問６ 【看護師】採用する場合の採用可能人数をお教えください。（あてはまるもの１つにマーク） 

1.１人 2.２人 3.３人 4.４人 5.５人以上【記述あり】 ６．人数は未定 

選択肢        

記述 ５人以上と回答された場合は、人数をお教えください。                     名 

 
【問７，問８は、「保健師」の採用について、ご回答ください】 

問７ 【保健師】植草学園大学看護学部看護学科（仮称）を卒業した学生について、採用したいと思われますか。 
（あてはまるもの１つにマーク） 

1．採用したいと思う 2．採用したいと思わない 

選択肢     

 
問７で、１にマークをした方は、問８をお答えください。 

問８ 【保健師】採用する場合の採用可能人数をお教えください。（あてはまるもの１つにマーク） 

1.１人 2.２人 3.３人 4.４人 5.５人以上【記述あり】 ６．人数は未定 

選択肢        

記述 ５人以上と回答された場合は、人数をお教えください。                     名 

問９ 植草学園大学看護学部看護学科（仮称）に対して期待される点やご要望がありましたらご自由にお書きください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問１０ 差し支えなければ、貴社・貴団体名をお教えください。 
 
 
 
 

アンケートは以上です。ご協力いただき、ありがとうございました。 

－ 学生確保（資料） ― 97 ―



・人材需要アンケート調査(WEBフォーム) 
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